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2021年度なごや環境大学活動報告書（別冊）

なごや環境大学では、市民・市民団体・企業・教育関連・行政等のさまざまな立場
の人達との関わりを大切にし、持続可能な地球社会を支える「人づくり・人の輪づく
り」を協働して進めていくために多様な共育講座を展開しています。
このたび、各団体が開催する講座内容を、より多くの皆さまにご紹介するため、

「2021年度なごや環境大学活動報告書（別冊）」を作成しました。
2021年度はコロナ禍でもあり、開催中止の講座もありました。そうした中でも、環
境についてさまざまな講座が実施され、また、受講者の方々の声をお伝えできること
は、今後の活動のヒントにつながるかと存じます。
各講座の報告はウェブサイトでもご覧いただけます。

� 「なごや環境大学」実行委員会事務局
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2021年度 共育講座一覧（前期）

1 ．市民／市民団体が企画・運営する講座
講座番号 講座名 企画・運営者 ページ
B-01 昆虫食について知り、実際に食べてみよう！ 愛知県昆虫食を考える会 4
B-03 乳幼児脳育×自然あそびecocorokids 乳幼児脳育×自然あそびecocorokids 5
B-04 もりもり自然探検、大発見 かすがい里山自然楽校 6
B-05 おばたの森遊び なごや環境塾どんぐりころころグループ 7
B-07 動けない樹木たちのもつ驚きのしくみとすごーい戦略とは？ あいち森林インストラクター会 8
B-08 山崎川の自然を知ろう！ 山崎川グリーンマップ 9
B-09 ♪親子で楽しむ　ネイチャーゲーム♪ なごやネイチャーゲームの会 10
B-10 りす山の自然学校：あなたのお子さんへの新しい学びの冒険がここに。 守山リス研究会 11
B-11 渥美の磯で珍しい生き物を探そう！ 環境ボランティアサークル亀の子隊 12
B-12 夜の東山の森で虫たちを灯火採集！ なごやの生き物調査の会 13
B-13 むささびっ子の森くらぶ よりあい工房ばんどり 14
B-14 猪高緑地の溜池（池干しの予備知識を得よう） 名東自然倶楽部 15
B-15 干潟の学校 ～藤前干潟を体感しよう！～ NPO法人藤前干潟を守る会 16
B-16 美味しい！楽しい！美しい！魅力いっぱい親子森遊び 地球ハグ倶楽部 17
B-17 110年の歴史を誇る鶴舞公園の巨大な「樹木」を調査してみよう！ 鶴舞公園研究会（ツル研） 18
B-18 りす山遊び「季節を感じる自然体験をしょう！」 特定非営利活動法人えこども 19
B-19 みて きいて かんじて！自然とあそぼうの会 2021 全集中！ NPO　みのむしックス 20
B-20 古墳と環境 ～地域の宝を考える。発見、保護、活用、継承～ 環境カウンセラー岡本明子 21
B-21 ネイチャーランニング森のなか、まちの中 りとるらぼ 22
B-22 山県市北部でまったり2021 ～春・夏～ やまがたフットパス実行委員会 23
B-23 レイチェル・カーソンの思いをつなぐ レイチェル・カーソン日本協会東海フォーラム 24
B-24 ～勿体ないを家庭から～編む・織る・染める～ 手あみ生涯学習ぐるーぷ 25
B-25 防災自助共助・身に付けよう ～生き残ろう 名古屋みずほ災害ボランティアネットワーク 26
B-27 「食×国際交流」!世界の料理で環境を学ぼう♪ ノートルモンド名古屋 27
B-28 楽しく学ぶフェアトレード（通常開催／オンライン開催） 名古屋をフェアトレード・タウンにしよう会 28
B-29 テクノロジーカフェ 公益社団法人日本技術士会中部本部・中部倫理委員会 29
B-30 あなたも地球エコ防衛隊になろう！ 地球エコ防衛隊 30
B-31 ごきそテクノカフェ ～オンラインでSDGsについて考えましょう～ 名古屋工業大学ごきそ技術士会 31
B-32 都市近郊田で、無農薬のコメ作り、生きもの豊かな田んぼ作り NPO法人日進野菜塾 32

2 ．企業や事業者が企画・運営する講座
講座番号 講座名 企画・運営者 ページ
C-01 環境エネルギー塾（オンライン限定講座） 中部電力株式会社 33
C-03 なごや近郊の森 de セルフケア prana（プラーナ） 34
C-04 第30回　環境フォーラム「水の未来予想図」 株式会社 エステム 35
C-05 【植物の魅力】を体験しよう！ 名古屋市みどりが丘公園 36
C-06 田んぼ体験しよう！ ～昔ながらの農具を使って～ 戸田川緑地管理センター 37
C-07 なごやの建設屋さんとエコアクションを体感しよう！ 一般社団法人　名古屋建設業協会 38
C-08 青空遊園 ～川の魅力を親子で体験！～ 川ナビ歩こう会・株式会社地域環境計画 39
C-09 夏休み特別企画　東邦ガス親子環境講座 東邦ガス株式会社 40
C-10 夏休みの自由研究!! ～蟹江町で自然観察しよう♪～ 株式会社 加藤建設 41
C-11 きみもプラネタリアン！ ～やってみよう、こどもプラネタリウム解説～ アクティオ株式会社　名古屋営業所 42
C-13 びん、缶、ペットボトルのリサイクル 愛知県再生資源団体連合会 43

3 ．行政が企画・運営する講座
講座番号 講座名 企画・運営者 ページ
E-01 【公開講座】名古屋の空気は綺麗になったのか？ 瑞穂生涯学習センター 44
E-02 【公開講座】気候変動の歴史をさぐる 天白生涯学習センター 45
E-03 めざせ!!水の環復活 ～学んでみよう、水のこと～ 名古屋市環境局地域環境対策課　水質地盤係 46
E-04 未来へつなぐ！池干しで守る猪高緑地の生態系 名東生涯学習センター 47
E-05 多様な生き物に出会おう！in大高緑地 緑生涯学習センター 48
E-06 【徳川園共催】昆虫王国 ～命きらめく都会のオアシス～ 東生涯学習センター 49
E-07 歩いて自然を体感！公園・庭園の魅力 南生涯学習センター 50
E-08 それはごみ？それとも資源？ ～リサイクルの歴史と現状から学ぼう～ 北生涯学習センター 51
E-09 水の歴史資料館で学ぶ　名古屋の下水道と大雨・防災 名古屋市上下水道局調査課　水の歴史資料館 52
E-10 【公開講座】脱！ヒートアイランド！ ～国内外の都市緑化から～ 中生涯学習センター 53

※新型コロナウイルス感染拡大等により中止となった講座番号（B-02、B-06、B-26、C-02、C-12、C-14）
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2021年度 共育講座一覧（後期）

4 ．市民／市民団体が企画・運営する講座
講座番号 講座名 企画・運営者 ページ
B-33 めざせ！サスティナブルな暮らし　身近なところから実践しよう eye opener 54
B-34 社会と土木の「話の泉」 CE技術の会 55
B-35 今の自分の取り組み／関心からSDGsのまちづくりへ（ワーク） なごや環境サポーターネットワーク 56
B-36 ～勿体ないを家庭から～編む・織る・染める～手あみの基礎学べます～ 手あみ生涯学習ぐるーぷ& 3 Rグループ 57
B-37 北欧発！森の自然環境教育を英語で学んじゃおう！ 森のムッレあいち 58
B-38 森で見っけ！自然と育むおやこの発見・創造プログラム 劇団森のパレット 59
B-39 おばたの森遊び なごや環境塾どんぐりころころグループ 60
B-40 りす山の自然学校：あなたのお子さんへの新しい学びの冒険がここに。 守山リス研究会 61
B-41 もりもり自然探検・大発見 かすがい里山自然楽校 62
B-42 削れ難く、保水力があり、歩き易いウッドチップ散策路を作ろう 名東自然倶楽部 63
B-43 森からのプレゼントⅡ ～猿投の森の恵みを丸ごと体験～ 公益社団法人日本山岳会東海支部・猿投の森づくりの会 64
B-44 干潟の学校 ～藤前干潟でいろ～んなことしましょ！～ NPO法人藤前干潟を守る会 65
B-45 冬眠前のカニにチャレンジ！ 川ナビ歩こう会 66
B-46 竹の伐り出しから！本格『門松』づくり ～大人の自然工作～ NPO東海自然学園 67
B-47 ももなも耕せプロジェクト「いのこしの畑でわたをつくろう！」 特定非営利活動法人　芸術の広場ももなも 68
B-48 りす山遊び「季節を感じる自然体験をしよう！」 特定非営利活動法人えこども 69
B-49 ネイチャーランニング森のなかPLUS りとるらぼ 70
B-50 春日井築水の周りの自然と保全 かすがい東部丘陵自然観察会 71
B-51 環境カウンセラーと行く　セントレアまるごとウォッチング2021 環境カウンセラー岡本明子 72
B-52 木曽川がもたらす生物多様性の恵みに感謝し、水源の森で学び、遊ぶ NPO法人「みたけ・500万人の木曽川水トラスト」 73
B-53 みて　きいて　かんじて！自然とあそうぼうの会（2021年下半期） NPO　みのむしックス 74
B-54 むささびっ子の森くらぶ NPOチームばんどり 75
B-55 乳幼児脳育×自然あそびecocorokids 乳幼児脳育×自然あそびecocorokids 76
B-56 親子向け防災体験講座 なかがわ災害ボランティアネットワーク 77
B-58 公害問題は今… レイチェル・カーソン日本協会東海フォーラム 78
B-59 「食×国際交流」!世界の料理で環境を学ぼう♪ ノートルモンド名古屋 79
B-60 国際協力とフェアトレードと環境 特定非営利活動法人　地域国際活動研究センター（CDIC） 80
B-61 ごきそテクノカフェ ～オンラインでSDGsについて考えましょう～ 名古屋工業大学ごきそ技術士会 81
B-62 テクノロジーカフェ 公益社団法人日本技術士会中部本部・中部倫理委員会 82
B-63 暮らしの中のSDGs、未来の地球を守ろう！ 地球エコ防衛隊 83

5 ．企業や事業者が企画・運営する講座
講座番号 講座名 企画・運営者 ページ
C-15 名物カレーうどんの若鯱家が考えた持続可能な食品ロス対策 株式会社若鯱家 84
C-16 けんせつのしごと ～ただいま、未来を建設中！～ 戸田建設株式会社　名古屋支店 85
C-17 春休み特別企画　長谷川明子先生と学ぶ生物多様性・ビオトープ講座 東邦ガス株式会社 86
C-18 なごや・近郊の森 de セルフケア＆ナチュラルクラフト prana（プラーナ） 87
C-19 東谷山フルーツパークのネイチャー×カルチャー×サバイバル！ 東谷山フルーツパーク 88
C-20 バードウォッチングに挑戦!! ～蟹江町にやってくるカモを観察♪～ 株式会社 加藤建設 89
C-21 山県市北部でまったり2021 ～秋・冬～ やまがたフットパス実行委員会 90

6 ．行政が企画・運営する講座
講座番号 講座名 企画・運営者 ページ
E-11 なごやSDGsグリーンパートナーズ事業所から学ぶSDGsと環境 名古屋市環境局低炭素都市推進課 91
E-12 干潟からこんにちは ～貝から学ぶ生物多様性～ 港生涯学習センター 92
E-13 農から始める　SDGsらいふ♪ 昭和生涯学習センター 93
E-14 めざせ!!水の環復活 ～学んでみよう、水のこと～ 名古屋市環境局地域環境対策課　水質地盤係 94
E-15 植物を学び「生物多様性」について考えませんか ～体験活動を通して～ 中川生涯学習センター 95
E-16 海洋プラスチックがもたらす危機 ～その原因と影響を探る～ 中村生涯学習センター 96
E-17 毎日の暮らしに一工夫！ ～身近で感じるエコヂカラ～ イーブルなごや（名古屋市女性会館） 97
E-18 大切なものを長く使いごみ減量を意識してみませんか 名古屋市環境局減量推進室 98
E-19 水の歴史資料館で学ぶ　安心・安全な名古屋の水道 名古屋市上下水道局調査課　水の歴史資料館 99
E-20 身近でできるSDGs ～「エシカル消費」をはじめませんか～ 千種生涯学習センター 100
E-21 オンラインでかんきょうラボ！ 名古屋市環境科学調査センター 101
E-22 きれいな水を未来へ ～水環境の保全について学ぶ～ 守山生涯学習センター 102
E-23 交通と環境のつながり ～名古屋の未来を考える～ 西生涯学習センター 103
E-24 持続可能な社会のために ～SDGsと環境保全の取り組み～ 熱田生涯学習センター 104

※欠番は新型コロナウイルス感染拡大等により中止となった講座番号（B-57）
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企画・運営者の声 受講者の声

6 月13日の講座では市販の伝統的な昆虫食は
保存食だったので佃煮で味が濃いものが多く事
前にご飯を持参と書いてあると良かった。
8月 8日の講座では会場の施設が机が少なくメ
モなど書きにくかった。
10月10日の講座ではコオロギがどこにいるか探
すのが難しかった。

今回の講座では新型コロナウィルスの影響で会
場が使えなくなったりして会場を探すのが大変
でした。
9月の昆虫料理を作ろう！のイベントは緊急事
態宣言の為延期になりその代わりに実際に畑で
採れたての虫を食べるイベントが出来たのは新
しい挑戦ができ良かったです。
9月のイベントが延期になり10月に変更したこ
とで多くの人の都合がつかずキャンセルになっ
たことは残念でした。

6月13日　市販の昆虫食の試食の様子6月13日　座学の様子

昆虫はたんぱく質やミネラルを豊富に含む高栄養食品で狭い土地・少量の水・飼料で育てるこ
とができるスーパーフードとして世界中で注目されています。食育や自然体験として自然から捕
まえて食べるプチジビエとしても注目されています。日本でもイナゴなど昔から食べられていま
した。そんな過去から来た未来食と言われる昆虫食について学び実際に捕まえて調理して食べて
みる講座です。

愛知県昆虫食を考える会

昆虫食について知り、実際に食べてみよう！
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企画・運営者の声 受講者の声

親子が“自然と”笑顔になる、そんな場づくり
を目指しました。そして、それは達成できたと
感じています。ポイントは 3つあります。①自
然を感じながらのワーク…動物園、公園という
場所でそれぞれ季節をテーマに実施し、中には
もうそんな季節？と驚かれる方もいて、日々の
子育てで少し季節を感じると、より豊かな気持
ちになれるのではと感じました。②たった一つ
のルール…これがあることで、いつもより大ら
かに過ごせたという方がいて、自然というの
は、本来のその人のペースや興味を大切にする
時間も含まれると感じました。③スキが見つか
るオリジナルプログラム…何も言わずに唇を尖
らせて取り組む子など、年代に関わらず自然と
楽しめる時間にできたと思います。なごや環境
大学を通じなければ出会えない人同士が出会
う。その醍醐味を感じました。

・�工作もあったり、種まきもしたり春を感じる
内容で楽しかった。

・�子供の調子に合わせて自由にさせてくれた。
・�遊びを親も学びながらできる、思い切り子ど
もが遊べた。

・�お子さんのいる立場で説明をしてくれた。
・�ブルーシートの上で受講できて気持ちいい。
・�親も楽しめ開放的な気分になれる。
・�キリンの実物大のシートが楽しかった。
・�自然の中での子供とものづくりや友達との交
流の場を作って欲しい。

・�子どもを思っての自粛生活の日々のための自
宅での遊び方を教えて欲しい。

乳幼児脳育×自然あそびecocorokids

乳幼児のいる親子が、身近な自然環境に対する興味関心を深め、人生で最初の教育の現場で「生
きる楽しさ」を得、親子の毎日の暮らしの中に自然環境とのつながりの感覚を学び、実践するこ
とで、親子の時間が充ちあふれて、参加者が、ワクワク未来を創造できることを目的として講座
を実施。日本の四季行事に沿った日程で講座を組むことで、自然と文化を大切にする心を育み、更
に、知育あそび×環境教育×運動×創作×子育ての学び等を盛り込んで、幼い子でも飽きることな
く楽しみながら、更にお家に帰った後も日常でできることを取り入れることで、継続して心と体
を育てる活動を行っている。乳幼児期の教育について深く考え、親の学びに重点を置き、親子が
お互いに楽しみ学ぶ工夫や、幅広い視点から学ぶ機会を設けている。

B-03 乳幼児脳育×自然あそびecocorokids

5 /20　東山動植物園での知育マットの様子です。色によって歩
いた時の感触が違います。

9 /19　東山動植物園での色塗りの様子です。親子で草の上で思
い思いに楽しみました。
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企画・運営者の声 受講者の声

①�竹林の中が、とても整備されていた。ムヨウ
ランをはじめてみました。

②�里山体験は子供にとってかけがえのないおも
いでになったと思っています。

③�鋸やナイフを初めてつかった。のこやカナズ
チがたのしい。

④�大きなカブトムシを選らんでもらってありが
とう。大事に育てます。

⑤夜、楽しかった。また、きたい。

すべてが定員を超えての申し込みをいただきあ
りがとうございます。緑区や西区、守山区など
名古屋市内からも参加が多く、広域の活動とし
て認知されてきたと感じています。工作用カッ
ターや鋸も怪我無く成功裏に実施できたことが
嬉しいです。竹あかりや虫かごつくりは予想以
上に人気でした。今後も竹工作を取り入れたい
と思います。

もりもり自然探検、大発見

①里山を愛する地域住民の憩いの場、②遊びながら学べる体験の場、③公園のような緑豊かな
憩いの場、④里山をイメージした自然体験の場、⑤希少種の生息地域の保全を目的にした整備を
行い、「遊びと楽しみ」を通じて環境への意識の醸成をめざし、里山の整備保全活動や自然体験の
活動を通して自然環境を理解する情緒豊かな人材育成を目指しています。竹林の整備と利用活用
のあり方学習、水辺再生でよみがえるヘイケボタルの養成活動を重点的な活動を主眼として継続
活動を行っています。このようなフィールドを整備する活動と共に幼児から高齢者まで幅広い年
齢層に支持される活動を続けています。講座では自然観察を必須として地内を案内し整備の現状
を紹介するとともに、楽しみながら学べるワークショップを取り入れています。近隣の名古屋市
からの応募者も増え、地域の枠を超えたふれあいの輪が広まっていると感じています。今回は竹
の工策で情緒豊かな体験ができるよう工夫しました。

B-04 かすがい里山自然楽校

7 月24日（土）、虫かごつくり・竹を使います。 6月11日（金）竹あかりとホタルの地上絵完成です。LEDライ
トと竹あかりを使いました。
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企画・運営者の声 受講者の声

自然の中という、普段できない体験ができてよ
かった。
1歳の子供と参加したが、自然と沢山触れ合え
てよかった。
暖かい雰囲気、考えられた内容、よい環境で森
遊びができ充実していた。

本物の森の中での活動ですので、自然を目いっ
ぱい感じながらの体験学習となっています。
春は、落ち葉を集めてきて、自分たちで落ち葉
プールを作ったり、落ち葉滑りを楽しんだりし
ました。夏の森遊びはカブトムシの話をしてカ
ブトムシのためのビートルハウスをみんなの協
力で作り上げました。
いずれの活動も、自然に囲まれた森の中ではの
プログラムで、子供たちにとって貴重な自然体
験になったものと思っています。

夏の森遊び：ビートルハウス作り

おばたの森遊び

小幡緑地のもりのなかにどんぐりころころグループが主体的に作り上げた、森遊びの場「どん
ぐりころころの森」で子供たちとその親が森遊びを楽しみながら自然の大切さに気付くことを狙
いとしています。
春の森遊びは、落葉掻きで集めた落ち葉で落ち葉プールを作ったり、落ち葉滑りをしたり、
ゲーム：木へのインタビュウーで自然に目を向けた活動をしたりしました。
夏の森遊びは、オリンピックに絡めたゲーム「じゃんけんマラソン」をし、みんなでビートル
ハウス作りに挑戦したりして森の中ならではの活動を行いました。

B-05 なごや環境塾どんぐりころころグループ
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企画・運営者の声 受講者の声

そうだったの！
細かく教えて頂いてよくわかった。
楽しかった、この企画は次はいつ？
丁寧に説明を聞けよかった。
概ね好評を得て、次の開催を待たれる状態でした。

今年は樹木の不思議な驚くような戦略を考え、
そのためのそれぞれの仕組みも説明し参加者と
共に考え楽しもうと従来とは異なった企画とし
ました。
名城公園では、都市公園の中の10種の樹木のそ
れぞれの今まで考えたことなかったようなこと
をクイズ式に参加者にも楽しく考えてもらおう
としました。
大高緑地は新たなコースで進行、自然豊かな
コースに10種の樹木とは絞らずエリア分けし
て、その中にある樹木のそれぞれの仕組み、戦
略をクイズ形式にして参加者に考えて楽しんで
もらいました。
新たな進め方に参加者も楽しんで頂けたようです。

動けない樹木たちのもつ驚きのしくみとすごーい戦略とは？

従来の観察樹木の特徴を説明するのではなく内容を大きく変更、今年のテーマは、樹木の不思
議、なぜそうなっているのか、仕組みなどを深く掘り込んで参加者に問い、ヒントなども出して
楽しく共に考えるというパターンとしました。
設定したコースを進みそこで見られる各樹木について参加者とクイズも交え考え楽しむものです。
参加者の中には新たな発見をされた方もいて好結果でした。

B-07 あいち森林インストラクター会

5 / 9 　名城公園　観察会で参加者への説明 6 /20　大高緑地　終了後の全員写真
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企画・運営者の声 受講者の声

楽しかった。説明がわかりやすかった。という
意見が多かった反面、5月の川の生き物観察会
では、がさがさの時間が短かったという不満の
声もありました。講師の説明を聞きながら歩く
鳥の観察と、がさがさでは、やり方を全く変え
ないといけないです。

4 月の野鳥の観察会は、参加数も少なく｛12
名｝、野鳥の観察がやりやすかったです。例年
になく春の気温が高く、冬鳥の多くがすでに北
の国に帰ってしまっており、種類が少なかった
のが残念でした。しかし、鳥の専門家の見る目
は素晴らしく、参加者が満足できる十分な数の
鳥が見られました。
5月の川の生き物観察会は、予定していた以上
の参加者が集まり、主催者側は焦りました。5
月は、魚がじゅうぶんに大きく育っておらず、
数が少ないのですが、そんな時期にも絶滅危惧
種のウナギやドジョウが見つかったほか、スッ
ポンの赤ちゃんが見つかったのは驚きました。
この時期に観察会を行なったのは、初めてなの
ですが、夏の暑さを気にしないですむのは、気
楽でした。

山崎川の自然を知ろう！

名古屋市内を流れる都市河川、山崎川とその周辺には思った以上に自然が残っています。地球
温暖化による猛暑や大規模護岸工事、外来種の放流などにより数を減らしたり、ここ数年の間に
姿が見られなくなっている生き物もいます。その事実を次世代に伝え、今いる生き物を守ってい
こうという方向性を作り出すことが、講座主催者の一番の思いです。新型コロナパンデミックの
この時期には、残念ながら密を避けるために、多くの参加者を集めることが出来ませんが、小規
模ながらも観察会を続けていくことが大切なのだと思っています。

B-08 山崎川グリーンマップ

4 月10日　瑞穂グラウンド周辺で野鳥の観察 5月 8日　山崎川の生き物観察
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企画・運営者の声 受講者の声

今年度もコロナ禍での開催となりましたが、昨
年度とはちがい感染防止対策も参加者のご協力
とご理解もあって、感染者をだすことなく全日
程で無事開催できました。感染対策はなごや環
境大学様および私たちの上位団体である日本
シェアリングネイチャー協会からの指針を基
に、できることはすべてやりました。天候にも
恵まれ、毎回定員以上の方々に参加頂き、楽し
んでいただけたと思います。これはスタッフだ
けでなく参加者の方々も高い意識をもって参加
されていた結果だと思います。来年度以降もこ
の状況が続くと思いますので、引き続き改善し
ていきたいと思います。

・�コロナ禍でイベントがなくなっていくなか
で、開催していただけて、本当にありがとう
ございました。

・�遊び道具が何もなくても、これだけこども達
が楽しそうにしているのは新鮮でした。

・�ゲームを介してうちとけることで、こどもが
積極的に参加していく様子は見ていて、嬉し
くなりました。

♪親子で楽しむ　ネイチャーゲーム♪

身近な自然にふれ合い、自然の楽しさや面白さ、不思議さを体験できる“ネイチャーゲーム”を
楽しみました。四季折々の楽しさを色々なフィールドで楽しんでもらうため 5回の講座を行いま
した。今年もCOVID-19の影響が心配でしたが全 5回開催でき、参加者もほとんどの会で定員を
上回り、コロナ禍でも自然体験への関心の高さを感じました。マスク着用など基本的なことに加
え、なるべく家族単位で動いていただき、他人との接触を最小限とするよう配慮するなど、感染
対策を十分にして開催しました。小学生くらいの子供が多く参加しましたので、シンプルながら
も自然に興味をもてるようなプログラムを考え、楽しみながら学べるよう工夫をしました。

B-09 なごやネイチャーゲームの会

秋の会で色々な葉っぱをみんなで集めて並べてみました。 春の会で芽を出した草花を見つけて、吹き出しをつけてみんな
で観察しました。
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企画・運営者の声 受講者の声

コロナ禍において、安全面に配慮した中で、本
物の自然に触れる環境と参加者同士の気づきや
交流体験を提供することを目的としておりまし
た。おおむね達成できましたが、参加者が目指
していた生物が出現しなかった場合などもあり
ました。また、各家庭毎に抱かれている価値観
（自然保護・動物保護への考え等）との相互理
解をより進めていく必要を痛感しました。代表
が期間中に逝去したが、環境大学講座は継続し
ていきます。

・�リスには会えなかったけれど、リスがどんな
ところに住んでいるか分かった。

・�リス以外の生き物についてもいろいろ知るこ
とができて、もっと自分で調べてみようと
思った。

・�調査機器の使い方をもっと知りたい。
・�夜の山を見れた。
・�今まで動物に触れあうことはあったけれどこ
んなに詳しく色々な目線でみたことや考えた
ことがなかったのでとても楽しかったです。
アクティブラーニングのスタイルで質問と実
践を入れ非常にわかりやすかった。

・�研究者の視点がしれてよかった。
・�りすのしっぽがかわいい。
・�もっと色んな虫が見たい。
・�今まで知らなかった植物や虫について毎回知
識が増えてうれしい。

・�小学生以上の参加にしてくれると嬉しい。

りす山の自然学校：あなたのお子さんへの新しい学びの冒険がここに。

名古屋市の東谷山198mに棲息する野生のニホンリス・ムササビを含めた哺乳類の調査・保全の
ためにおとなと一緒に行動し考えることができるようにする、その際、体験による気づきとデー
タ計測による数字を使った自然界の理解の素養を育成する。野生ニホンリスを捕獲観察して現場
で観察を行い、アンテナでリスや巣を自分達で見つける。また、野生生物の痕跡観察と観測機器
の操作に触れ、また季節に応じた植物の観察や水生生物の採捕を行うことで、東谷山の自然環境
の理解を深めるとともに、センスオブワンダーの芽を育てる。 2回の夜間講座も行い、非日常の
中での冒険心と安全確保の基本を養う。講座の感想文を通信添削し、個人の独自性を発揮した文
章の作成支援を行った。

B-10 守山リス研究会

2021/05/25　東谷山　ムササビの巣箱を親子連れに説明 2021/05/08　東谷山　夜間調査に出発
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企画・運営者の声 受講者の声

・�いろいろな魚がいて楽しかったです。また、
来たいです。

・�ナマコやアメフラシに会えてよかった。
・�魚が一杯取れて、魚がきれいでかわいかっ
た。いろんな種類がいて楽しかった。海が気
持ちよかった。

・�人がすぐに入れるところに、こんなに生き物
がいろいろいることに感動しました。

・�海の生き物を身近で観察できて、貴重な体験
でした。子どもの教育にもとても良かったです。
・�説明もわかりやすく、事前のメールでの対応
も丁寧だった。

・�とても楽しかったです。子どもたちの楽しそう
な姿を見ながら私も夢中になりました。途中
から海を眺めるだけでもリフレッシュでした。

名古屋市やその近郊から 2～ 3時間かけてきて
くれる人たちが、「楽しかった」と言ってくれ
るプログラムである。単純な生き物探しだが、
水族館や動物園のように展示されている生き物
を見るのではなく、五感を使って生き物を見つ
ける楽しさは大人も夢中になる。なかなか、見
つからなかったり、見つかっても捕らえられな
かったりすることも楽しさのひとつ。低学年の
子どもたちは小さなカニを指でつまめるように
なることも挑戦。
渥美半島のきれいな海だからこそ生息する生き
物たちである。毎回、見つかる生き物は違いが
あり、何度来ても楽しめる。活動の終わりには、
専門知識のあるメンバーが生き物について解説
する。生き物の驚くような実態を聞くこともで
きる。リピーターも増えている。これからも渥
美半島の自然を楽しみに来てほしいと思う。

渥美の磯で珍しい生き物を探そう！

渥美半島の三河湾側に残る貴重な宇津江海岸の磯で生き物探しをします。活動時間は約 2時間。
100m近くある広い磯に広がり、自由に生き物探しをします。活動場所となる磯は、後背地に山が
あり、山から流れ出る真水と海水が混ざる汽水域となっています。その結果、何種類もの磯の生
き物が生息しています。
タイドプールの中の海藻の下に隠れている小魚を見つけたり、波が引いたときに出てくる動石
の下のカニやミミズハゼなどを見つけたりすることができます。ナマコやアメフラシ、ウミウシ
などもいます。岩には、数種類のイソギンチャクや大きなフジツボガイ、カサガイ、イシダタミ、
また、オレンジのカイメンも見ることができます。

B-11 環境ボランティアサークル亀の子隊

5 月29日　第 1回目の活動　採取した生き物の説明を聞く子供
たち

8月 8日　第 2回目の活動　タイドプールで生き物探しをする
親子
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企画・運営者の声 受講者の声

新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、
講座の開催にあたっては座学の会場を変更した
り、実習の場所を 2ヶ所設けて受講者を半分ず
つに分けて密を避けるなど、様々に配慮が必要
でした。講座が無事進行したことには安堵する
半面、感染症予防対策として会話を最小限にす
るなどの配慮から、講座を通して伝えようとし
てきた虫たちの姿やその自然の中での営みの様
子を充分に伝えられないもどかしさなども感じ
ました。しかしそんな中でも子どもたちが夢中
になり楽しんで参加する姿には励まされまし
た。たくさんの虫たちの命を支える東山の森が
貴重な存在であり、今日ある森がこの先もずっ
と変わらずあり続けることが重要であること、
そしてその持続性は、多くの生き物の一員であ
る私たち人間の暮らしにもつながるものである
ことを今後もねばり強く伝えていきたいと思い
ます。

・�子どもが楽しみながら採集することができた。
・�虫が集まる様子が面白かったです。
・�虫のことが身近に感じられるようになった。
・�自分では絶対にできない体験ができました。
セミの羽化やオケラ、ハンミョウなどめずら
しいものが見られてよかったです。

・�貴重な体験でした。
・�初めての灯火採集が新鮮だった。
・�ほかの虫も多く見ることができた。
・�子どもが大変楽しんだ。
・�標本を作るのが初めてだったため興味深かった。
・�標本づくりがよくわかりました。
・�標本以外のお話も聞けて大変ためになりました。
・�みなさんの知識の深さに驚きました。

夜の東山の森で虫たちを灯火採集！

今年で16年目になる東山の森での昆虫の灯火採集調査で、全 4回の講座です。灯火採集の基礎
知識の説明から虫の採集の仕方までを説明する第 1回の座学に始まり、翌週第 2回の屋外実習で
灯火に集まる蛾類と甲虫類を採集し、その翌日第 3回の講座で採集した虫の標本作りをしました。
多くの受講者が灯火採集は初めてで積極的に参加し、標本作りでは子どもも大人も夢中になりま
した。第 4回の報告会では採集した虫たちから得られたデータから、森には多くの生き物がくら
していること、名古屋の森の環境がこの多様な昆虫の命を支えていることを伝えました。コロナ
禍の中、実習の場所を 2ヶ所にして受講者を半分ずつに分けて密を避けるなど、様々な工夫をし
て実施しました。

B-12 なごやの生き物調査の会

第 2回（ 7月17日）灯火採集の様子（光に集まった虫を採集す
る親子）

第 3回（ 7月18日）標本作りの様子（展翅したガの名前を調べ
ているところ）
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企画・運営者の声 受講者の声

感染対策、人数を制限して、コロナ禍でもこじ
んまりと活動を続けた。途中、緊急事態宣言が
発令されたり、雨の日も多く、参加してもらう
のに苦労したが、どの回も参加希望が多く、こ
どもとその家族たちが森や人とふれあう活動を
渇望していると感じた。少しでも心が開放でき
たのなら嬉しいと思う。
結果的に参加者数は伸ばせなかったが、小さい
こどもの時代から自然に触れ、森に親しみを
持ってもらうこと。また、その家族も森や自然
に関心を持ってもらうことなど、当初の目的は
達成できたと思う。

・�スタッフの方がとても子供に接するのが上手
だった。機嫌が悪くなっても安心だった。

・�これまで何度か参加してきましたが、今日は
森の匂いを感じたことを話したり、生き物と
接する様子だったり、自分から進んで楽しん
でいると感じました。自然が身近なものに
なっていってもらえたら嬉しいなと思います。
・�森の危険なところ、どこに何がいるのかをく
わしく教えてもらえて楽しかったです。

・�雨天の中でも子どもたちが楽しめる内容でした。

むささびっ子の森くらぶ

森のようちえんでは、森でのロープ渡りや崖登りに挑戦しました。季節に合わせて雨の生き物
探しをしたり、川遊びをしたり、木の実を使って工作などをしました。初めて森に入る親子も多
く、子どもにとっては貴重な原体験の場となりました。
プレ森のようちえんでは、小さなこどもたちとお母さん、お父さんが一緒に自然で過ごし、広
い原っぱでかけっこしたり、ゆっくりとした時間を楽しみました。  

B-13 よりあい工房ばんどり

6 /13　海上の森センター
毎回ロープ渡りに挑戦して、だんだん上手になっていく。ちょっ
とした成長が見える。

9 /26　海上の森センター
森でひろったどんぐりや木の枝で自由に作品づくり
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企画・運営者の声 受講者の声

講座により一般の方より池干しの知識を得た方
に、すり鉢池の池干しへの参加を呼びかけて活
動への導入を図る目的で講座を企画しました。
しかし、コロナが収束せず、地域の方さえも絞
らねばならない状況のため、当初の目的は果た
せませんでした。しかし、緑地の水循環や生物
多様性に及ぼす働きの大切さ、それを発揮する
ために大きな要因となる溜池の状態等を知って
頂く事は出来たと思います。
講座で使用した胴長は、全て「なごビオ」から
お借りしました。当倶楽部ではとても用意でき
ない数量です。この場を借りてお礼申し上げま
す。このような連携が今後も必要と思います。

確かなデータ、多くの資料に基づく講座でした。
非常に充実した内容でした。／今と昔を比較し
ながら、わかり易く、猪高緑地の現状を知るこ
とができました。／時間配分、実技（池に入
る）、説明とも面白く、時間が足りないくらい
でした。／時間的に難しいと思いますが、1カ
所ずつにもう少し時間をかけて頂けると嬉しい。
／地質や他の解説がとても勉強になりました。
また、改めてゆっくりとまわってみたいです。

猪高緑地の溜池（池干しの予備知識を得よう）

11月に行われるすり鉢池の池干しに先立ち、溜池に関連する講座を行い、池干しを行う背景の
理解を深めて頂く事と、池干しに必要な知識の習得を目的として行いました。残念ながらコロナ
が収まらず、受講者さんに池干しへの参加を呼びかけることは出来ませんでした。
溜池が、水循環や生物多様性に重要な役割を果たしていること、猪高緑地には多くの溜池が残
されていること、その溜池が危機的状況にあることなどを紹介しました。胴長を着て溜池内の罠
で外来種の捕獲を行い、ガサガサを行い在来種・外来種を捕獲する経験をして頂きました。緑地
内の溜池をできるだけ回って観て頂きました。

B-14 名東自然倶楽部

すり鉢池にて、胴長ライフジャケットを着用して、罠の点検 塚ノ杁池の堤体上で、水質調査の説明中
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企画・運営者の声 受講者の声

コロナ禍での講座実施も 2年目。デルタ株の猛
威の中、細心の注意を払っての開催となりまし
た。着席の場合は家族単位とし、生きもの観察
もできるだけ外で（そのまま干潟で、または室
外に机を出して）説明するように務めました。
参加希望が殺到して電話がつながらないという
ご指摘もいただき、途中から「抽選」という形
をとりました。原則としてメールでの受付とし
ましたが、迷惑メールに入ってしまったり、こ
ちらのPCからのメールが届かなかったりと、
色々な問題が発生し、思いのほか労力を要して
います。
また今年は雨が多かったうえに潮の引きが悪
く、条件的にはかなり厳しい半年でしたが、皆
さんに楽しんでもらうことができ、無事に終え
ることができてホッとしています。

・�満潮干潮を肌で感じて、自分の目で見て、とっ
たものを教えてもらった。又、これはもう死
んでる貝かな？と思ったものも、これは生き
ているよと教えてもらった（ソトオリガイ）。
知らない貝がいると知っておもしろかった。
・�It was fun especially for the kids playing 
in the mud and catching some sea 
creatures.

・�答えをあえて教えず、考えさせるところがよ
かった。

・�干潟の生き物にもふれること自体も楽しかっ
たが、生態なども知ることが出来、とても勉
強になった。

干潟の学校 ～藤前干潟を体感しよう！～

実際に干潟に入って生きものと触れ合うことを大事にしています。そうすることで、ただの泥
としか見えなかった干潟に驚くほど多種多様な生きものが生息していることを感じ、知ってもら
うことができます。また、上流からの栄養が小さな命を育み、まわりまわって大きくなった魚な
どを私たち人間が食べるという「命のつながり」についても伝え、干潟はもちろんのこと、上流
を含めた流域全体の環境を守る重要性に気づいてもらいたいと考えています。さらに、藤前干潟
が国際的にも重要な湿地であることも伝え、渡り鳥たちの命をささえていることを伝えます。

B-15 NPO法人藤前干潟を守る会

6 月26日（土）英語のみを話すプログラムを開催。泥んこになっ
て遊ぶ幼児の姿が印象的。

8月22日（日）曇天で風もあり干潟に居るのが気持ちよかった。
干潟の上で生きもの紹介中。
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企画・運営者の声 受講者の声

①�企画が陳腐にならない様に優れた外部講師の
先生を呼ぶことで、学びが深まる。
②�事前入金を頼み当日の現金受け渡しをゼロに
すると、運営がスムーズになる。→コロナ対
策にもなる。
③�体温測定による時間のスムーズ化→コロナ対
策と受付時間の短縮化

1 �．自然観察と英語のコラボ企画を実施しまし
た。幼稚園児での話せる単語で表現しました。
2 �．今年は、ホタルの大発生日とイベントが偶
然にも重なり参加者の方は喜んで頂けたと思
います。
3 �．琵琶ヶ池の生物調査では、生物の多様性を
考えて頂くキッカケとなりました。
4 �．素晴らしいフィールドでのワークショップ
は自然と大地と楽しめた企画です。

美味しい！楽しい！美しい！魅力いっぱい親子森遊び

美味しい・楽しい・美しいを合言葉に①自然の恵みを採って食べる“おいしい体験”②自然の素
材で作って遊ぶ“楽しい体験”③自然の神秘を五感で感じる“美しい体験”を家族で楽しむ講座で
す。体験を通して、一番大切な自分自身、家族、お友達、自然と繋がり、子供達もパパもママも
元気になる。持続可能な社会のために、自分と家族と自然を大切にできる子供達を育むことを目
指しています。

B-16 地球ハグ倶楽部

6 /22　大高緑地
琵琶ヶ池で生物を見てみよう！探してみよう！ 

7 /18　ふのブルーベリーガーデン
レインステックを作ってみた！
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企画・運営者の声 受講者の声

・�樹木測定、樹勢診断では、講師である樹木医
から公園を代表する樹木に関する興味深いお
話をいただけたことで、受講者の満足度も高
く、また主催者の運営メンバーにとっても良
い経験となった。
・�フィールドワークを含め、全体を通じて怪我
や事故などもなく、安全な講座運営ができた。
・�定員20名に対して、両日とも半数を下回る参
加者数であったため、次回は広報面に力を入
れたい。

・�とても面白かった。「へえ」「はあ！」の連続
です。常に関心をもって樹木を見ますが、数
字で表すともっと面白くなりますね。

・�樹木医の説明がよくわかった。測定はまずまず。
・�樹木が元気かどうかの調べ方がよく分かっ
た。別のところでも生かしてみたい。

・�樹木の周りや高さを測ったことはあるが、ク
リノメーターという器具を使ったのは初めて。
ヒマラヤスギをじっくり見ることができた。
・�鶴舞公園は整備されているのが良いが、他の
悪条件の時の樹高等の測り方を知りたかった。

110年の歴史を誇る鶴舞公園の巨大な「樹木」を調査してみよう！

110年の歴史をもつ鶴舞公園の巨大な樹木の計測調査を一般市民に体験してもらうことで、参加
者に身近な自然環境について考えるきっかけをつくりながら、公園樹木の基礎データを得ること。
また、大学ゼミ（名古屋産業大学 長谷川ゼミ）との連携により、大学生の研究の場とすることを
目的に実施。
講師に樹木医を迎え、園内の特徴的な樹木を対象に、樹高、幹周、枝張等の測定を行いながら、
講師による樹勢診断を交え、調査を実施。

B-17 鶴舞公園研究会（ツル研）

2021/ 5 /15　鶴舞公園にて
ヒマラヤスギの樹木調査（幹周）実施

2021/ 5 /29　緑化センター 2階 講習室にて
樹木測定方法についての講義
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企画・運営者の声 受講者の声

NPO法人えこどもの環境大学の負担金を受けて
得られるゴールの1つにSDGs到達目標の15番
陸の豊かさも守ろうがある。除草剤をまかないで
子どもたちに安全に草遊び、土遊び、虫に触れ裸
足で駆け回れる環境を提供しつづける為には、人
の手による草刈りの重要性がある。中でもスタッ
フや参加者に呼びかけたのは、この環境はただ自
然って気持ちいいよねだけでは得られない、自然
との共生、せめぎあいのわずらわしくて、手間の
かかる日々の取り組みのおかげで成り立ってい
る。ここには、草の中でもたちの悪い（人にとって）
外来種のワルナスビがはえている。トゲは鋭く軍
手も貫き、刈っても刈ってもはえてくる強さと毒
性のある実をつけ種を撒き散らす。プロの農家に
相談すると地下茎を枯らす除草剤をやりなさい
と指導されるが、納得がいかないため一度も使用
していない。参加者にもその事を伝え、子どもが
安全に土に触れられるよう協力頂き、ただお膳立
てされたアミューズメントパークではない、体験
型環境教育の場である事を根っこの部分で紡い
でこれた事で講座を毎年開催させていただける
おかげで、大分環境が整ってきたように思います。

4 /24「春の野草とチンキ作り」
　→�子どもが自然の草花と触れ合い、楽しんで
いて良かった。

5 /22「土を耕す　土で遊ぶ」
　→�初めての経験ができ子どもたちが楽しそう
だった。大人の方の支援も素敵だった。

6 /19「梅雨こそ森遊び」
　→�子どもが理解して取り組みやすく、楽しめ
る内容だった。

7 /17「東谷山　朝のハイキング」
　→�いつもはすぐに抱っこを求める子どもが自
分で歩くと言ってビックリ。

りす山遊び「季節を感じる自然体験をしょう！」

東谷山をフィールドとした自然体験を通して、季節や時期によって多彩な自然が存在している
ことを伝えます。

B-18 特定非営利活動法人えこども

5 /22　土で耕す土で遊ぶ
耕した畝にサツマイモの苗を植える様子

7 /17　東谷山　朝のハイキング
朝の森で虫を発見！
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企画・運営者の声 受講者の声

今回は 2講座ともゲスト講師を招きました。講
座の前に打ち合わせがしっかり出来たことがよ
かったです。私達の講座の目的を講師にお伝え
し、講師が目的にあったプログラム構成にして
くれました。参加者からの満足度が高く、そし
て私達にとっては講師の話し方、企画構成など
は次回の講座に活かせるヒントを沢山もらいま
した。

・�森の中で横になるのは初めてで良かったです。
・�ゆったりとした雰囲気と分かりやすい説明で
ヨガを楽しめました。

・�ミツバチのことだけでなく、ハチの生態のこ
とをより知ることができ、よかったです。

・�ミツロウラップつくりたいと思ったままミツ
ロウだけもって、これを機に作ってみたいと
思います。

　ありがとうございました。

みて きいて かんじて！自然とあそぼうの会 2021 全集中！

本講座では、本来ならば屋内で行う文化活動を森の中で行うことで、森の存在を身近に感じて
自然が好きになるきっかけを作ることが目的の一つです。また森の植物や生き物に触れ、その不
思議さを実感することで、子どもの「生きる力」を育み、持続可能な社会づくりに貢献する人材
を育成することを目的としています。

B-19 NPO　みのむしックス

2021/ 4 /25　親子ヨガ 自然の中で全集中！
五感を意識してヨガのポーズをしている様子

2021/ 8 / 1 　ミツバチすごいぜ 耳を澄まして全集中！
講師がみつばちの特徴について解説している様子
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企画・運営者の声 受講者の声

今回の講座は、古墳好きの人、環境系の人、
半々程度かと思っていたが、実際には、古墳に
興味のある人がほとんどという参加者構成だっ
た。ただ興味があるという人もいたが、各地の
古墳をめぐっている人、博物館などのボラン
ティアの人など、古墳に興味のある人がほとん
どだった。
古墳と環境をつなぐ4回目の座学の欠席者が目
立つなど、環境や地域資源を考える機会を作り
たいと思っていた意図とは、少しずれてしまっ
たように感じる。
最終日、講座の意図や参加者に考えてもらいた
いことなどを再再度強調、最終的なアンケート
では、環境への興味が大きくなったという意見
や、古墳を地域の宝を守るにはどうしたらいい
かといった意見も出てきてホッとした。
環境とは少し離れた所から環境を見つめるとい
う『斜めからの視点』で企画する講座の難しさ
を実感した。

古墳が好きなので、このような講座があって嬉
しかった。／どうしたらこのような充実した講
座が企画できるのか知りたい。／国立公園と古
墳とを一緒に考えるのは、なかなか難かしいと
思う。／古墳が地域の宝、という発想をしたこ
とがなかった。地域でも守っていきたい。

古墳と環境 ～地域の宝を考える。発見、保護、活用、継承～

環境カウンセラーと行く、今回のテーマは『地元の宝、古墳と自然』です。
名古屋には、様々な宝物があります。それを見つけ、保護し、継承するだけではなく、上手な
活用法を探る必要があります。今回は、地域の宝である『古墳と自然』を座学・見学を通して学
びます。
自然は、鎮守の森や公園など地域の宝として守られてきました。ただ保護するだけではなく生
活に取り込み、傷めないような活用法を探りながら今日に至る実績があります。この活用法を参
考に、古墳を知り、守り伝える方法を探る機会を探る講座です。
歴史（古墳）に興味のある人、自然や地元が好きな人、ワイズユースを考える人、に参加を呼
びかけました。

B-20 環境カウンセラー岡本明子

古墳 10/27　古墳発掘現場の見学
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企画・運営者の声 受講者の声

初めて森へ入る人、日ごろ走っていない人、運
動が嫌いだけど家族についてきた人…いろいろ
な立場の参加者のいる中で足並みを揃えるのは
無理で、まずはゆっくりと歩くところから始め
ました。走ることばかりでなく作ったり、地図
を読んだりすることで楽しみ方の枠を広げるべ
く工夫しました。最終回の森を颯爽と走る回で
は、この界隈の登山道がガレているところがほ
とんどで、気持ちいいというよりは滑るのが怖
いと感じてしまう人も少なからずいたようで、
場所の選定にもう一工夫必要であると感じまし
た。走り慣れていない人も走った後は一様に
「気持ちいい」と言ってくれたのは、企画者と
して感無量でした。

・�久しぶりに誰かと一緒に森を走れた。香り、
声、風…きもちよかった。

・自然を満喫できました。
・寝転んで自然の音を聞けて良い体験でした。
・山頂から見る景色が美しかった。
・�尾根、谷など山のでき方の違いがわかりました。
・�普段、靴を履いているとわからない地面の変
化に気づけました。

・�森を走るという、自然の楽しみ方が増えまし
た。苦しさと楽しさが同居です（笑）。

ネイチャーランニング森のなか、まちの中

森を、登り坂を走るという解放感や非日常感を直接体験することが第一目的。森を気持ちよく
走るだけではなく、地形を読みながら走ったり、裸足に近い状態で走ったりすることで、これま
で経験したことのない新たな森との関わり方を体験するのが第二目的。五感を研ぎ澄まして走る
ことで、かけがえのない自然の大切さに気づき、それを守る行動に結びつけられるようになるの
が最終目的です。

B-21 りとるらぼ

5 / 1 　第 1回 あいち海上の森センターにて
静かなひと時、森の息吹を体全体で味わった

5 /16　第 3回 天白公園にて
薄いサンダルで土の状態を感じながら走った
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企画・運営者の声 受講者の声

今期も新型コロナウイルスの影響を考え、地元
のおばあちゃん達とも話し合い最後まで講座を
実施するかどうか悩みました。去年コロナで中
止にしたこともあり、今年はぜひ参加したいと
いう声に応えたいとの思いもあったため、参加
人数は例年より減らした上で、可能な限りコロ
ナ対策をして開催をすることに決めました。
参加者の方々は、地域の人たちとの久しぶりの
交流や、里山の心地よい自然の空気を楽しんだ
り、山県市神崎の暖かく優しい雰囲気を満喫し
たりしていました。参加者の方や地域の人たち
の元気な笑顔を見て開催してよかったと感じま
した。

・�きれいな自然とおいしい食事でとても楽しい
時間をすごせました。

・楽しくおいしく神崎の春を満喫しました！
・�とても楽しく山菜について知ることが出来ま
した！ごはんもとてもおいしく、おばあちゃ
んたちも優しくて楽しい時間をすごすことが
出来ました。

・�皆様がやさしく丁寧に接していただいて好感
度大です。

・�山県の楽しい人々のあたたかいふれあいにと
ても感謝しました。

山県市北部でまったり2021 ～春・夏～

山村地域の自然環境や暮らし、共生方法を学べる講座を実施しています。
岐阜県山県市で開催している、毎年人気の里山の季節感を肌で感じられる「山菜摘み体験」・「お
茶摘み体験」では、地域の人たちと交流をしながら山菜料理や地域ならではのお茶を楽しみました。
毎年開催を心待ちにしている方も多い講座で、去年はコロナの影響で中止となってしまったた
め、久しぶりの再会を楽しむ方もおられました。
名古屋で開催を予定していた柿渋染め体験は、新型コロナウイルスの影響により中止。

B-22 やまがたフットパス実行委員会

5 / 3 　岐阜県山県市
地元のおばあちゃんに教わりながら山菜摘み

5 /16　岐阜県山県市
市場には出回らない北山茶を摘む
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企画・運営者の声 受講者の声

海洋生物学者であるレイチェル・カーソンの想
いをつなぐ講座を企画したところ、受講者から
大いに満足したとのお声を多くいただいた。
また、身近なところにある地道な環境保全活動
の報告に対しても、受講者から高い評価をいた
だいた。
高校生の参加もあり、活動を継続し、幅広い市民
に参加いただけるよう今後も努力したいと思う。

・�きれいな映像、素敵な絵、わかりやすいお
話、素晴らしかったです。

・�ミツバチの生態が理解でき、ネオニコチノイ
ド系農薬のリスクなど学ぶ良い機会となりま
した。（第 1回）

・�長い時間をかけての活動への想い、大変さ、
成果などとても分かりやすく拝聴させていた
だきました。

・�名古屋の池ということもあり身近なテーマで
親しみやすく良かったです。（第 2回）

・�名古屋の環境について知らないことがたくさ
んあり、意欲を掻き立てられました。（第 3
回）

レイチェル・カーソンの思いをつなぐ

「私たちの住んでいる地球は、自分たち人間だけのものではない。」というレイチェル・カーソ
ンの思いから、自然との共生、生物多様性について講座を企画した。
第 4回は残念ながら緊急事態宣言が発出されたため、来年度以降に延期することとした。
専門的なことに加えて市民の活動も交えた内容としたことで受講生の評価が高かった。

B-23 レイチェル・カーソン日本協会東海フォーラム

第 1回　講師が描いたイラストで解説 第 3回　生物多様性についてのまとめ
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企画・運営者の声 受講者の声

★�デザイン替え→襟を外す、色変え、袖を外
す、元の形を活用
★�残り糸はモチーフを繋ぎながら色とりどりを
編む
★�虫食い・シミ、汚れ→小さなモチーフ、運針
（刺し子）鎖（チェーンステッチ）など自由に
針刺しを楽しみました（花採集も気持ち良い
空気ですよー（＾◇＾））
★�参加者の持つ捨てられない！活用したい！気
持ち！思い出聞くのも、毎回うれしくアフ
ターの楽しみを共に体感します。

分別をさらに進める心がける。捨てず楽しむ。
解り易い説明。環境良い？事、継続出来ればう
れしい（＾◇＾）。仲間と楽しむ・話題に困ら
ない。他にもやりたい事見つかる等。チョット
した自分に出来る事で長持ち出来、捨てられな
い!!バリエーションがある事を学べました。

～勿体ないを家庭から～編む・織る・染める～

持参品→ジャケット・サマーセーター・反物・手あみ未完成・襟付きブラウス・細みTシャツ
★アフター→襟無しジャケット・袖なしベスト・チュニックベスト・バンドカラーえりブラウ
ス・ 2枚Tシャツを 1枚へ幅広・外来駆除植物【オオハンゴソウ花染め】・懐古バック・裂き編み
マット…楽しみました。
★ドイツ 3年在住のゴミ出し分別（移住～帰国）、ニューヨーク 5年在住のゴミ出し分別話題に

【都会の鉱山・自然との共生など…】

B-24 手あみ生涯学習ぐるーぷ

講習景 オオハンゴソウ花採集　染液を抽出前
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企画・運営者の声 受講者の声

普段関わりのない方々との講座で楽しめた体験
型だったのでやった感があった。

十分勉強になった。

防災自助共助・身に付けよう ～生き残ろう

いつやって来るか？わからない南海トラフ地震に備え、自らの自助・共助力アップを計り、楽
しみながら興味を引く、考える防災啓発講座です。

B-25 名古屋みずほ災害ボランティアネットワーク
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企画・運営者の声 受講者の声

代表者自身が持つ様々な食に関する資格と経
験、国際留学生会館イベントボランティアをは
じめとする国際交流、長年取り組んできた育児
支援団体での企画運営力、そしてフランスに家
族と暮らした経験を生かして、「食と国際文化と
子ども」をテーマとする交流のコミュニティを
2015年11月 1日に立ち上げました。行ったこと
がない国の文化を料理を通じて知ることによっ
て、それぞれの国によって異なる豊かな自然に
ついてや大気汚染、土壌汚染、水の問題を聞く
ことによって日本との違いに気づき参加者のエ
コ意識が高まりました。また、元留学生であり
愛知県在住の現在 2児の母であるブラジル人の
ゲスト講師も、母国の環境と実情を紹介する機
会に喜び責任感と持って仕事をすることができ
ました。2022年度前期も引き続き開講します。

・�オンラインなのでコロナ禍でも安心して参加
できた。

・�こどもが赤ちゃんなので現地開催には出かけ
にくいが、オンラインなので子供の世話をし
ながら参加できた。

・�行政で防災に携わっているが、外国の事例は
ほとんど聞かないので、大変勉強になった。

「食×国際交流」! 世界の料理で環境を学ぼう♪

第 1回（中国講座）、第 2回（メキシコ講座）は、後期への延期も企画しましたが、新型コロナ
ウイルスまん延による緊急事態宣言およびまん延防止等重点措置などのため、開催できず中止い
たしました。第 3回の防災をテーマにした回だけ開催できました。第 3回では、防災をテーマに
身近な防災と環境について、防災ママかきつばたの代表を務める高木一恵さん、愛知県在住のブ
ラジル出身の元留学生であり現在は 2児のママであるBrenda Olivielaさんをお迎えしオンライン
（Zoom）で開催しました。

B-27 ノートルモンド名古屋

第 3回「身近な防災と環境について考えてみよう」の開催の様子 第 3回「身近な防災と環境について考
えてみよう」のチラシ
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企画・運営者の声 受講者の声

・�会場での開催は一年半ぶりでした。オンライ
ンと異なり、参加者の反応がダイレクトに分
かるので、充実感があリました。ただ、久し
ぶりでプロジェクターが使えないことが当日
になって分かり、プロジェクターの代わりに
外付けディスプレイを使ったので、参加者の
方が見づらかったのは反省材料です。
・�Zoom開催は、オンラインらしく、岩手、埼
玉、神奈川、東京、千葉、愛知、三重、大
阪、香川、福岡、佐賀と全国から集まりまし
た。また、カメラオフなので、最後の一言感
想まで気づかなかったが、10歳や12歳という
若年層の参加もあり、コロナ禍でも安心に参
加できるZoomの良さを感じました。

・�児童労働の問題は聞いたことがありましたが、
自分とは遠く離れた世界で起こっていると、な
んとなく思っていました。自分の生活に深くつ
ながっていると知って、とてもおどろき、悲し
くなりました。私は、児童労働をゼロにする
ことは難しいと思います。でも、みんなが考
えて行動すれば、減らすことはできるはずで
す。これからもたくさん知って、どうすればい
いか考えたいです。ありがとうございました。
・�私は児童労働の話が一番心に残りました。同
じような年齢またはそれ以下の年齢の子供達
が学校に行けず、大人に騙されてお給料も貰
えず働いていることを知り、驚きました。悲
しい気持ちになりました。私は今回の講座で
このような世界の現状を知ることができたけ
れど、知らない人もたくさんいると思うので、
この現状を変えるためにもまず知ることが大
切だと思うので、文化祭では頑張りたいです。
・�フェアトレードに関しては概ね知っていた
が、チョコレートの歴史に関しては知らな
かったので面白かったです。また説明も分か
りやすく、理解できました。

楽しく学ぶフェアトレード（通常開催／オンライン開催）

甘くて美味しいチョコレート。どこでどんな人達が作っているかご存知ですか？
また、原料となるカカオがカカオトル（神様の食べ物）からどのようにしてチョコレートに変
遷してきたかの歴史も振り返ります。
また、チョコレートを通して、児童労働、南北問題、フェアトレードについても学びます。

B-28 名古屋をフェアトレード・タウンにしよう会

7 月24日　会場開催。
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企画・運営者の声 受講者の声

中部倫理委員会の前身であるETの会は、技術
者倫理の研究を通じて、技術士個人の資質向上
と研鑽に助けとなることを目的として発足しま
した。中部倫理委員会は、そのETの会の志を
継承しています。研究成果の発表を通じ、技術
士の社会的認知の向上を目指しています。
コロナ禍での運営は、組織内でも議論が出まし
た。できれば中止したくない、しかし受講者と
会場の飲食店には迷惑はかけられないというこ
とで、Web開催を導入してます。感染対策も
考慮の上、開催に向けて検討していきたいと思
います。

お話は一般素人にもわかりやすく面白かったで
す。が質問・話し合いコーナーになると一気に
難しくなって置き去りになりました（笑）。
食料、医薬品の社会性について、知識を得るこ
とができた。分かり易い説明で、大変興味深い
講座でした。
機械が間違える事を数学的に解明するところは
おもしろい。
素人なりによくわかって参加できてヨカッタで
す。技術の進歩の情報にちゃんとついていかな
いとと思いました。技術者の皆様ガンバレー！
早く原発を収束させてー。

テクノロジーカフェ

テクノロジーカフェは、サイエンスカフェの技術者版です。カフェのようなリラックスできる
空間で、現役の技術者が最先端技術について、わかりやすく解説します。
コロナ禍で、純粋にWeb講座にした回がございます。特別なスキルがなくても参加できること
がウリでしたので忸

じく

怩
じ

たる気持ちです。副作用として、海外からの参加も可能となり、時差があ
るであろうドイツからの参加という方も見えました。
また、毎月開催を標榜しておりますが、講師が集まらず、前期は 4回のみ開催でしたが、バラ
エティ豊かな講座になったと思います。

B-29 公益社団法人日本技術士会中部本部・中部倫理委員会

6 月度のテクノロジーカフェの様子 Web用の機材、スピーカフォンを導入しました。（右テーブル
の端にある丸いもの）
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企画・運営者の声 受講者の声

森からゴミがでません。森と生き物の「ゴミを
出さない暮らし」を知り、次にお店に行く事で
森と自分たちの暮らしを対比していただく講座
にしました。
子どもに引率した親からも関心が集まりまし
た。あたりまえだと思っている暮らしの中にも
気づきがあったのではないかと思います。

●�森の探検で自然を楽しみ、ゴミを出さない勉
強につなげた講座で大人も子どもも楽しい講
座でした。

●説明がわかりやすかった。
●�商品の裏のマークが色々あることを知れて良
かったです。

●自由研究に使えそうで良かった。
●�とてもいいお話しだった。地球だけでなく、
家族も守れる内容だった。

●�実際に商品を見て、説明を聞いたのが良かった。
●�身近な製品についているマークを通していろい
ろな努力が行われていることがわかりました。

あなたも地球エコ防衛隊になろう！

2021年前期「森は大きなスーパーマーケット」（SDGs15・12・13）で生態系保全と自然環境を、
「楽しいエコ工作やってみよう！」（SDGs12・13・14・15）で家庭から出るごみについて知り、楽
しい工作で地球を守る活動を行います。自由研究の手助けになるよう夏休みに開催します。

B-30 地球エコ防衛隊

6 /12　天白公園で森の恵みを専門家から学びました。 7 /31　ヒルズウォーク徳重店で、お店探検の後、牛乳パックで
ハガキづくりを体験しました。
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企画・運営者の声 受講者の声

オンライン開催は2020年度前期（ 7月・ 9月）
の試行錯誤を経て、2020年度後期から軌道に乗
せることができたので、2021年度前期は全く問
題無く開催ができた。2021年 7 月は、講師の石
川英司氏の怪我（大腿骨に障害をお持ちだった
が、その大腿骨が骨折した）による入院でやむ
なく中止した以外には特にトラブルは無かっ
た。企画・運営する側も、参加する側もオンラ
イン開催に慣れてきたことは大きかった。参加
人数は2020年度後期から大きくは増えていない
ので、さらなる広報手段の検討が必要と考えて
いる。一度参加した方には、継続して案内を電
子メールで配信している。コロナ禍収束後に
は、対面＋オンラインという形態に移行したい
と考えているが、その具体的な検討を開始した
い。オンライン配信には 5 Gのモバイル通信の
活用も考えたい。

素人でも分かる優しくて、わかり易い話で、十
分理解ができました。
街づくりへの意識が高まると良いと思います。
以前から興味のあった山車、からくりなどの伝
統文化を科学的に聴くことが出来た。
全く初めてのお話で満足しています。
映像が豊富でトンネルの工法が理解しやすかっ
たため、後半の危機管理の捉え方の話が興味深
かったです。
廃棄物の分類と処分ルールが理解出来ました。
廃棄物処理の基本知識が得られました。
産業廃棄物の処理の流れがわかってよかった。

ごきそテクノカフェ ～オンラインでSDGsについて考えましょう～

「ごきそテクノカフェ」は技術士という国家資格を持つ様々な分野の技術者などが講師となって、
技術に関わる話題について座学と質疑応答を通じ、技術者と市民の皆様との対話の場をご提供す
るものです。市民の皆様には最新の技術がもたらす効果や影響をご理解頂けるよう、分かりやす
く説明させて頂きます。また技術者の側は市民の皆様の持つ期待や不安について知り、それに対
して説明責任を果たすための一つの機会としています。
毎回「SDGs」を切り口としたテーマで開催しており、1回完結型なので、1回だけ、またはご
興味のあるテーマのときだけのご参加もできます。コロナ禍が収束するまではZoomを使ったオ
ンライン開催としています。

B-31 名古屋工業大学ごきそ技術士会

ごきそテクノカフェのZoomを使ったオンライン開催の実際の
様子（ 9 /18）

6 /19開催のごきそテクノカフェで使われたスライドで講演と
SDGsとの関係を示したもの。
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企画・運営者の声 受講者の声

無農薬栽培米の最大の課題は、いかに雑草を防
ぐかにある。そのためには継続して草取りに参
加してもらう必要がある。前回同様に、参加回
数に応じた量の収穫米をお渡しする仕組みを継
続。その結果、草は抑えられ、参加者の意欲、
参加率とも大幅アップ。米の収穫量も良好で、
望ましいこととなった。この仕組みを今後とも
継続したい。「こうすれば無農薬栽培米」方式
を教訓化して、一般に開示、多くの人、団体が
取り組めるようにしたい。

〇�田植えから収穫まで一通り体験できて楽し
かった。思っていたよりも分かりやすかっ
た。お米がたくさん収穫できて良かった。

〇�説明が十分だった。お米ができる過程が良く
分かった。

〇�毎回、綿密に準備して下さり、とても感謝し
ています。

〇�念願の田植えを泥んこになって、家族と一緒
に経験できて満足。生き物との出会い、米作
りの大変さ、本当に良い経験をさせて頂き、
感謝しております。

〇�数回程度の体験ではなく、10回をしっかり学
べるカリキュラムが良かったです。多くの人
にも受講をしてもらいたいので、今後も是非
この講座を継続して頂きたいと思います。

都市近郊田で、無農薬のコメ作り、生きもの豊かな田んぼ作り

田んぼは里地里山の中核的存在であり、田なくして「里地里山」はない。しかし今日、米の消
費が減り、田んぼの持つ生物多様性と、意義・関心が失われてきている。そもそも体験できる場
がなくなっている。そのため本講座は、①田んぼでの栽培プロセスの体験機会を用意　②生物多
様性の豊かな恵み、無農薬・有機栽培方式の重要性を実地で学ぶこととした。
全体で10回を組み、そのうち草取り参加者を増やすため、参加回数に応じて、収穫米を渡す仕
組みとした。参加者は「自分の田んぼ」という意識を持ち、最後まで熱心に取り組んでくれた。来
年も参加したいという声も多く聞かれた。

B-32 NPO法人日進野菜塾

除草剤を使用しないので、手作業で根気よく草取りに取り組ん
だ。（ 7 /18）

草刈ガマで手刈りした稲を、木と竹で作成した「ハザ」に天日
干し。（10/10）
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企画・運営者の声 受講者の声

・�電力エネルギーの将来展望や、同世代の方々
との意見交換を通して、エネルギー業界に携
わり未来の生活を支えていく仕事についての
理解を深めることができた。

・�解決が難しい世界規模の問題に対して様々な
角度から意見交換でき、とてもためになっ
た。グループワークを通して自分では思い浮
かばなかった意見を聞くことができ、考えの
幅を広げることができた。

・�学生だけでなく、社員の方を交えたグループ
ワークであったため、様々な意見を聞くこと
ができ、カーボンニュートラルに関して再度
考え直す良い機会となりました。

・�新型コロナウイルスの影響で実際に現場を見
学したりする機会が減っているなか、ライブ
中継により浜岡原子力発電所を見学し、貴重
な体験ができたのでとても満足しています。

本講座は従来、現場見学体験およびグループ
ワーキングという、集合型で開催してきました。
今年度は、コロナ感染状況が続いていても参加
してもらえる企画を計画したいと考え、カリ
キュラム全てをオンライン化しました。
オンライン化を企画するにあたっては、単なる
受講で終わることのないよう、参加者ひとり一
人が発信することで参加度合いが高まるような
仕掛けをしました。またカリキュラム1つ 1つ、
限られた短い時間の中で、何を得ることができ
るか参加者目線を大切にして実施しました。
学生の皆さんの積極的な参加のおかげもあり、
オンライン上のみの関わりでしたが、学生間だ
けでなくファシリテーター役の社員とのコミュ
ニケーションが豊かな講座となりました。

環境エネルギー塾（オンライン限定講座）

2021年 8 月19日・ 9月 2日、環境とエネルギーに関する講座を開催しました。
カリキュラムは両日、講義・現場見学・グループワークをオンライン（Zoom）にて実施しま
した。
①�講義は、「電気事業について、気候変動に係る国内外の状況、そして中部電力グループの環境
への取り組み」を説明
②現場見学は、浜岡原子力発電所から「原子力発電の仕組みの解説や実務訓練の様子を中継」
③グループワークは、「2050年脱炭素を国全体で達成するためには何が必要か」について議論

C-01 中部電力株式会社

左上：講義の様子（手前画面に受講者）
右下：各グループをファシリテーターする社員の様子

浜岡原子力館の設備（模型）を用いて原子力発電所の仕組み説
明をする様子
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企画・運営者の声 受講者の声

2020年度後期に引き続き、森林セルフケアを取
り入れたプログラムを開催できて嬉しいです。
今回は名古屋市近郊のみよし市内の雑木林に
て屋外プログラムとしました。郊外の住宅地に
ある緑地はとても貴重な場所となっていること
にも自然と目を向けるような構成としました。
森に入ると、一面新緑に囲まれて野鳥のさえず
り、風の音、雲の流れ、太陽の光を感じ、呼吸
やストレッチで大切な自分を癒し、整えること
で表情が和らぎ、緩んでいき、自分も自然環境
の一部であることがスーッと受け入れられてい
きます。画用紙を配り、「自分への絵手紙」を
描いたり、その時気に入った香りでスプレーづ
くりをしたり、ハーブティでほっと一息ついた
り、と、あわただしい日常の中での貴重なひと
ときを過ごすことができるよう、工夫していま
す。身近な自然への感謝、大切にしたい思いを
育むことへつながると確信しています。

木に囲まれることがほとんどないのでながらの
プログラムで、気持ちが良かった。体験型でと
ても良かったです。身近な素晴らしい場所でエ
ネルギーをもらえました。内容が新鮮でわかり
やすかった。癒された。興味がある内容、お土
産も嬉しかった。秋の講座も参加したい。

なごや近郊の森 de セルフケア

コロナウイルス感染症が瞬く間に私たちの生活に影響を与え、日々の生活の中で不安やストレ
スを感じる人が増えているような気がしています。この講座では、自分をケアする=セルフケア
する時間を森林セルフケアという手法で提供します。今回は名古屋市近郊の森ということで、み
よし市の「三好丘緑地」という樹林地にて行いました。樹木の近くで瞑想したり、寝転んで空を
眺めたり、自分だけの時間を持つと、とってもリラックスします。その日の天候に合わせたプロ
グラムの構成により、五感を使って自然の恵みを味わうことができます。ハーブティを味わう、ア
ロマクラフトづくりも森の中で行いました。心身を緩めて穏やかに自分と向き合いながら、名古
屋市の自然環境、生物多様性、私たち自身が自然の一部であることもお伝えしました。

C-03 prana（プラーナ）

素足で歩くアーシング。足裏でコケや芝生や野草の感覚を味わ
います。

森の中で、大切な自分へ絵手紙を描きました。
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企画・運営者の声 受講者の声

1 ．講演会について
　�　大変な情勢の中、多くの方々に参加いただ
き感謝しております。今回の講演を通じて、
当たり前の日常について考え直すきっかけに
なれば幸いです。世界や日本の水事情に精通
し活躍されている講師のお話を聞くことがで
き、未来の子どもたちが安心して暮らせる環
境創りの一助になる行動をしていければと感
じました。
2．オンライン開催について
　�　初めてのオンラインでしたが、有意義な試
みになりました。以前は会場のみ開催のた
め、名古屋市周辺からの参加者が多く、大き
な会場では座席によって講師や画面が見えづ
らかったり、聞こえにくいことがありまし
た。アンケート結果から、遠方からの参加者
が非常に増え、講演内容を聞きやすくなった
という声をいただき、課題が改善された面を
感じられました。今後は、より多くの方に参
加いただけるよう会場とオンラインで開催し
ていけたらと感じます。

・�大きな目標と地道な活動とをどうつなげてい
くか等ヒントを頂けた。

・�水処理に対して「水を綺麗にするためだしも
う少しお金やエネルギーを使ってもいいん
じゃないかな」といった考えに寄ってしまっ
ていましたが、水の問題が食料やエネルギー
問題にも関わってくるという事を学んだこと
で、今後の仕事はもう少し視点を増やして多
角的に考えていこうと思いました。

・�初めてのオンライン開催であり、どうなのか
と思って視聴しましたが、パネル画面も見や
すく、聞き取りやすく、思っていた以上に内
容が伝わってきました。参加が容易であるの
と十分にメモを取る態勢がとれたので、内容
に関しましても非常に勉強になりました。

・�ZOOMで開催地から遠方の自宅から視聴で
きたことが大変良かった。

第30回　環境フォーラム「水の未来予想図」

第30回目の環境フォーラムでは、「水の未来予想図」と題して、普段私たちが当たり前に使用し
ている水事情について、講師の方（沖氏：東京大学総長特別参与、橋本氏：アクアスフィア・水
教育研究所代表、中村氏：名古屋大学大学院准教授）に講演していただきました。沖氏には、「バー
チャルウォーターやSDGs」について理解を深める事例を紹介していただきました。橋本氏には、
世界の水事情について理解して頂くため、開発途上国を中心とした事例を紹介していただきまし
た。座談会では、中村氏がファシリテーターとして、「水インフラの役割」や「如何にして私たち
が問題を自分事として捉えられるか」など、身近に落とし込んで議論していただきました。また、
新たな試みでオンラインで開催し、後日録画視聴できる期間限定配信を行いました。

C-04 株式会社 エステム

沖氏講演の様子です。（オンライン配信） 対談形式の議論の様子です。（オンライン配信）
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企画・運営者の声 受講者の声

自然豊かなみどりが丘公園で、竹を加工してオ
リジナルな竹鉢を作って季節の花を植えて楽し
んで頂いたり、子供の方には竹を加工して、昔
懐かしいおもちゃをを作って遊んでもらうこと
ができます。

【竹鉢寄植え教室】
1．竹を切ったり穴をあけたりが楽しかった。
2 �．竹を切るのが難しかったけど、すごく楽し
かったです。お花も綺麗でうれしいです。

【竹のおもちゃ教室】
1．竹を使って作る体験は良かった。
2．今後も参加したい。

【植物の魅力】を体験しよう！

「こどもの日」に自然豊かなみどりが丘公園で、昔懐かしい竹のおもちゃを作ったり、竹を加工
してオリジナルの竹鉢に季節の花を植え付けたりして楽しんで頂いた。

C-05 名古屋市みどりが丘公園

R 3 . 5 . 5 　みどりが丘公園会館
「竹鉢寄植え教室」
竹を切ってオリジナルの鉢を作り、花の寄植えを作りました。

R 3 . 5 . 5 　みどりが丘公園会館
「竹のおもちゃ教室」
竹を加工して昔懐かしい竹のおもちゃ（竹トンボ・けん玉）を
作り楽しんで頂いた。
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企画・運営者の声 受講者の声

・�体験だけで終わりではなく、除草剤を使わな
い環境で、どんな草が生えるか、どのくらい
生えるか見ていただくのも体験学習の 1つだ
と考え、どうして草取りをするのかも考えて
もらいました。
・�自然を相手にするので、天気（気温の高さや
雨の状況など）、参加人数と作業量、時間の
バランスは、実施する中で参加者の様子を見
ながら考え、調整しました。
・�親子で参加される方が多く、直前キャンセル
や、連絡なくキャンセルされる方もいますの
で、募集40名ですがそれ以上に当選者数を設
定しました。結果、コンスタントに参加され
たのは30名強になりました。
・�親子参加が多いので、運動会などが重なると
参加者がぐっと減ります。当方も自然相手な
ので日程変更することはなかなか困難です
が、参加者が参加しやすい日程を組めるよう
にしていきたいと思っています。

・�生きものがたくさんで良かった
・�うえるからかるまで手でできてたいへんだっ
たんだなとおもった

・�子どもとはなかなかできない体験ができた
・�話を聞くだけでなく体験が十分で良かった日
常生活で経験できない貴重な体験だった

・�田植えから草取り、稲刈り、脱穀を手でやっ
てとても良い経験ができました

田んぼ体験しよう！ ～昔ながらの農具を使って～

稲作が盛んな名古屋市港区にある公園「農業文化園・戸田川緑地」の体験水田で、田植え、草
取り、稲刈り、脱穀までを昔ながらの農具を使い、作業を行います。除草剤等を使用しないため、
様々な生き物が生息している環境です。ぜひご参加ください。

C-06 戸田川緑地管理センター

田植えをした後の大切な作業、草取りも体験します。 刈ったイネは自分で縛って、ハザに架けて乾燥させます。
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企画・運営者の声 受講者の声

・�ドローンを使った上空からの現場の映像が大
型モニターに映し出されて迫力があった。

・�堀川に棲む生きものの紹介パネルなど趣向を
凝らした内容であった。

・�クイズ、重機の試乗など子供向けの企画もあ
り楽しかった。

・�猛暑が心配されましたが、日除けテントやミ
ストファンが用意されていて快適に過ごせま
した。

今回の講座は、実際に工事が行われている現場
を市民の皆さんに訪れてもらい、最新の施工技
術や環境に配慮した施工方法等について、我々
「建設のプロ」が徹底解説しようと言うものです。
とかく環境に悪影響を与えていると思われがち
な建設業ですが、さまざまな取り組みによって
環境への負荷を最小限に留めながら、街をつ
くっているさまを紹介しました。

C-07 一般社団法人　名古屋建設業協会

なごやの建設屋さんとエコアクションを体感しよう！

「緑あふれる」「災害に強い」、そんな市民の街づくりの夢を大きく豊かにしてもらうために、自
然を体感し、エコアクションについて考える講座を企画。「まちの建設屋さんと工事現場を訪れよ
う」と題した第 2回、参加者は16名（うち子供 5名）で、中区松原にある「広域河川堀川改修工
事」の現場を見学。
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企画・運営者の声 受講者の声

安全で楽しく、親子で学びが多い講座になりま
した。上流と河口での企画を一つをにしたねらい
は楽しく有意義であったと思うが学び事が多くな
りすぎるようで 2つに分けようかと考えます。

・�堀川の上流と庄内川の河口を体験出来て楽し
かったが自然環境が違い過ぎてとまどいました。
・ザリガニがたくさん取れて楽しかった。
・先生の話が勉強になりました。
・親子で楽しめ、いろいろな事を学べました。
・�来年も参加したい！
・暑かった。
・河口ではゴミがすごく臭かった。

青空遊園 ～川の魅力を親子で体験！～

親子などの市民を対象に都市河川である堀川上流名古屋市を代表する河口域の藤前干潟におい
て名古屋市の身近な自祭を体験し、豊かであると共に厳しい自然、川の繋がり、そして歴史と文
化等を体感してもらいました。身近な自然から生物多様性を感じ自然を大切にする地球人の一人
として自然を育てるきっかけとなったかと考えています。

C-08 川ナビ歩こう会・株式会社地域環境計画

講師の生物についての話しに集中している子ども達。 水の気持ち良さを感じながら親子でサカナ捕り！
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企画・運営者の声 受講者の声

生物多様性は、説明だけでは難しく、毎回ビオ
トープに入り、ヤゴを捕獲の体験活動を取り入
れ、生き物観察してもらって、体験と知識を結
びつけ、理解促進を図っている。今年度は、コ
ロナ禍での開催で、ビオトープ体験の進め方等
に制約があり、班分けしたり、家族間の離隔を
確保したり工夫と配慮を要した。
参加者アンケートからも、体験によって多く感
じ取っていただけたこと、また参加したいとの
声をいただき、人数を限りながらもリアルで開
催できたことに意義を感じた。

アンケートより（子供）
・�虫がかわいいのもありました。生きものを探
すのが楽しかった。

・�もっとたくさんのいきものをとりたかった。
こんどはせみのことをしりたい。

（保護者）
・�絵や映像もあって、とてもわかりやすかった
です。

・�ヤゴに触れるのが初めてだったので良かっ
た。体験できた事が、子供の為になった。

・�池の中に生息するものを見る機会がなかなか
ない中、今日はとても良い体験ができました。
・�自然に近いビオトープで自然保全を推進され
ている企業努力が素晴らしい。子どもがとて
も喜んでいた、また、参加したい。

7月27日　東邦ガス　ガスエネルギー館ビオトープにて、「がさ
がさ」を体験する参加者

7月27日　東邦ガス　ガスエネルギー館ビオトープ広場にて、
採取したやごを分類する参加者

東邦ガス　ガスエネルギー館とビオトープ広場での、座学とビオトープでの生き物観察、体験
活動を通じて生物多様性について学んでいただく親子環境講座。参加は ６家族１４名。
コロナ禍での開催のため、座学では、動画視聴により、ビオトープ、生物多様性を説明し、ビ
オトープでの生き物観察、体験活動は、班分けをして家族以外との距離を確保するよう実施する
など工夫して開催。
更に、オプション企画として（一社）ビオトープネットワーク中部の宇野副会長によるカブト
ムシ・クワガタムシの説明と、参加者プレゼントを実施。

夏休み特別企画　東邦ガス親子環境講座
C-09 東邦ガス株式会社
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企画・運営者の声 受講者の声

虫やカエルを触れない親子が増えており、理科
離れも深刻化する中で、今回ご参加いただいた
皆さんは、積極的に生き物を採取し、五感を
使って観察して頂きました。
講座では、環境保全の大切さや生物多様性につ
いてもご説明させて頂きましたが、真剣に講師
の話を聞く様子も伺えましたので、私たちス
タッフも嬉しく思います。
参加者の皆様におかれましても、熱い夏の思い
出が作れたのではないでしょうか。
次年度も開催しますので、皆様のご参加を心よ
りお待ちしております。

説明が分かりやすく、いろいろ体験できて良
かった。
図鑑ではなく、本物の生き物が見れて、子供た
ちが喜んでいました。とても嬉しく思います。
ただ虫を採ったりするだけでなく、詳しい説明
があってよかった。
草エリア、水辺エリアがとても盛り上がりました。
エリア別に植物・昆虫・魚の説明が詳しく聞け
て楽しめました。
子どもにも丁寧に説明し、案内してくれたス
タッフの皆様、ありがとうございました。

夏休みの自由研究!! ～蟹江町で自然観察しよう♪～

今回の会場は、2017年まで当社の資材置き場として利用していた跡地になります。
佐屋川に隣接しており、開放的な空間となっているため、生物の棲み家としては最適な立地環
境といえます。
そこで、この土地を自然に還すため、同年 7月よりビオトープ（生き物が住める空間）を造成
し、希少種や在来種の保護、植樹などを行っています。
今回の講座では草地エリア、水辺エリア、森林エリアの 3つに別れて、それぞれ生物採取体験
や観察をしていただきました。また、生物多様性についてレクチャーし、環境保全の大切さも併
せて説明しました。
あっという間に終わってしまい、楽しいひと時を皆さんと共有できましたよ。

C-10 株式会社 加藤建設

水辺エリアの観察 集合写真
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企画・運営者の声 受講者の声

今回は、コロナ禍で「移動式プラネタリウム・
星たまごプラネタリウム」が使えなかったた
め、本物のプラネタリウムを使って、解説がで
きるように調整し、場所が移動、3日目の日程
だけ変更となりましたが、本来なら体験できな
い本物のプラネタリウムでの解説と、矢印の操
作、星座絵の投影などを行ってもらいました。
一般の方にも無料で入っていただき、子どもた
ちの解説を聞いてもらったことで、こどもたち
は満足した様子でした。

本物のプラネタリウムを操作出来て、とてもうれ
しかったようです。この夏の一番の思い出です。
3日間、大変お世話になりありがとうございま
した。親子で貴重な体験ができ、うれしく思っ
ております。CD（録音解説音声入り）も素敵
な思い出になりました。大切にしていきます。
このあとじっさいに星を見に行きました。

きみもプラネタリアン！ ～やってみよう、こどもプラネタリウム解説～

半田空の科学館のプラネタリウムで、こども解説者を養成するプログラムです。プラネタリウ
ムや星空、そして環境との関わりについても勉強し、個人やグループでプラネタリウムのプログ
ラムを作り上げます。そして最終日には施設に来場しているお客様にプラネタリウム解説を行い
ます。

C-11 アクティオ株式会社　名古屋営業所

2021年度のジュニアプラネタリアン プラネタリウム見学
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企画・運営者の声 受講者の声

コロナ禍ではありましたが、受講者、運営者と
もにできる限りの感染拡大防止対策を講じた上
で安全に開催することができてよかったです。
人数制限をしたため、少人数の参加となりまし
たが、DVDは親子で楽しみながらリサイクル
について理解を深めるのに役立ったと思いま
す。時間配分もうまくいき、参加者には満足し
てもらえたと思います。

・�クイズを交えたDVDの説明は理解しやすかっ
た。

・親子で話し合うきっかけになった。
・�工場の内部を見ることができてすごく実感で
きてよかった。

・�障がい者雇用もされているとのこと、できる
なら広げてほしい。

・熱心な講師に感心した。

びん、缶、ペットボトルのリサイクル

1 　会場　㈱石川マテリアル緑リサイクルセンター（緑区鳴海町字杜若20番地）
2　日時　令和 3年 7月30日（金）　午後 1時30分から午後 2時30分まで
3　講座の内容
　①会場である㈱石川マテリアル緑リサイクルセンター等の説明
　②出窓より工場内見学
　③「びん、缶、ペットボトルのリサイクル」のDVD鑑賞、現物に触れながらの説明
　④質疑応答
4　参加者数　16名（内 3名が小学生以下の子ども）

C-13 愛知県再生資源団体連合会

7 /30　㈱石川マテリアル緑リサイクルセンター研修室でDVD
のクイズに答える受講者

再生過程の現物を見て触れて、質問をして説明を受けている受
講者（同日同会場）
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企画・運営者の声 受講者の声

空気中に含まれる微粒子について、今まで漠然
と人間が悪影響を与えている微粒子を生みだし
ていると考えていましたが、人間以外にも多く
の発生源があり、それは人体だけでなく気候に
も大きな影響を及ぼしていることが学べました。
また、南極の観測についての内容では、観測結
果の他に観測隊の航路や構成、現地での過ごし
方などを細かく解説していただいた内容が面白
く、資料だけでは知りえない内容を学べたのは
貴重でした。
講座の途中、空気に関わる内容として、空気中
の二酸化炭素を測定する機械を講師が持参して
おり、それにより室内が換気されているかの観
測ができるということで、コロナ禍の今だから
こそ関心度の高い内容も聞くことができました。

・�環境を守る為に市民ができる事が分かりやす
い様に今後もこういった講座を開催していっ
ていただきたいと思います。

・�現在SDGsを国連が提案して日々が過ぎてい
ますが、なかなか一般にはまだまだ広がって
いかず意識が少ない方々もおられます。

・�こういった講座は地球温暖化防止を考える意
味でももっと計画をしていただけたらと思い
ます。

【公開講座】名古屋の空気は綺麗になったのか？

空気に含まれる微粒子が与える影響を中心に学び、それらが及ぼす人体への影響や空の色、気
候に関わる内容を学びました。撮影した名古屋の上空写真を実際に見ながら、微粒子に関連して、
花粉やPM2.5など身近に聞くワードを絡めた解説をしていただきました。
また、南極での観測結果も交えて、数値・写真から名古屋の空気と比較し、空気の質に関して
理解を深めることができました。南極観測については、観測チームの構成や航路等を細かく解説
していただき、どういった場所での結果なのかを深く学ぶことができました。

E-01 瑞穂生涯学習センター

名古屋におけるPM2.5の成分と濃度の変化について解説する様
子

空気に含まれる微粒子の成分について解説する様子
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企画・運営者の声 受講者の声

古日記の天気記録や南西諸島などでの年輪気
候学を研究されている講師より、気候変動の歴
史について学びました。前半は、過去の気候変
動をどのように調査しているかについて学び、
後半は気候変動の歴史という視点から見た気候
の状態と、今後の気候変動の予測について学
び、気候変動には人間の活動が影響している可
能性があることが分かりました。環境問題につ
いて考える良いきっかけになりました。

・難しかったがとても興味深いものだった。
・地球温暖化の事がよく理解できました。
・�温室効果ガス濃度が異常に高いわりに気温が
上がっていないことが分かりました。

・�〈受講者の様子〉講座中熱心にメモをとる方
がいました。最後の質問時間には 2組の方よ
り質問があり、今回の講座で疑問に思った点
等伺っておりました。講座後、庄先生からの
話を伺う機会が得られたことを喜んでいる方
もいらっしゃり、直接講師に話しかけており
ました。

【公開講座】気候変動の歴史をさぐる

豪雨の頻発、大型化する台風、氷河の急速な後退など、昨今取り沙汰されている気候変動はど
のくらい異常なのか、それは長い気候史の中でどのように位置づけられるかを気候変動の歴史か
ら概観することで、環境問題についての関心を高めます。

E-02 天白生涯学習センター

水文学、古気候学を専門とした講師よりお話を伺いました。 気候変動の歴史は年輪、古日記など様々な物からさぐることが
できることを学びました。
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企画・運営者の声 受講者の声

なごや環境大学共育講座の枠組みで講座を実
施したことにより、環境への興味・関心が強い
参加者を多く集客できたため、水循環について
学び、健全な水循環の復活のために各自で何が
できるかを考えるきっかけとするという講座の
効果がより高まったと感じた。

・�講座に参加をして楽しかった、勉強になった。
・�水循環の一部である湧き水等について、実際
に目でみて体感できたのが良かった。

・講座を通して環境への関心が深まった。

めざせ!!水の環復活 ～学んでみよう、水のこと～

水循環について学び、身近に感じていただくことにより、健全な水循環の復活のために各自で
何ができるかを考えていただくきっかけとする。水循環や湧き水の仕組み等について学んだ後、屋
外で地下水の湧出地点等を見学し、水量や水温等を実際に体感してもらう。

E-03 名古屋市環境局地域環境対策課　水質地盤係

7 月27日　「猪高緑地と水循環」にて猪高緑地内の説明をする様
子

8月 5日　「夏休み子ども教室」にて、鶴舞中央図書館の湧き水
見学時の様子
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企画・運営者の声 受講者の声

6 月から10月の月 1回の講座でした。初回の公
開講座は22名の参加者がありました。緊急事態
宣言が発出されている中にもかかわらず、毎回
15名程の参加があり、関心の高さがうかがえま
した。質疑応答の時間にも活発なやり取りがあ
り、講師の方からも、より専門的な見地からの
補足説明をいただくことができました。

・�身近な緑地が大きな役割を担っていると知
り、大事にしようと思いました。

・�身近な環境が、世界につながっているのだと
思いました。

・�猪高緑地に引っ越して来ることをきっかけ
に、身近な自然環境を知り、それを子どもに
説明できるようになろうと思い、参加しまし
た。内容が面白く、刺激になりました。

未来へつなぐ！池干しで守る猪高緑地の生態系

名東区の猪高緑地すり鉢池では、池の水を抜く池干しが予定され、池干しに向けて様々な調査
が進んでいます。本講座では、ため池の大切さを知ると共に、ため池の維持や生態系回復に必要
な池干しについて学びました。猪高緑地の保全に携っている講師の各分野の事前調査結果の報告
を聞きました。参加者はため池の実態を学ぶことを通し、自然の重要性及び維持保全の必要性に
気づくことができました。

E-04 名東生涯学習センター

6 月 2 日
公開講座の様子。

7月 3日
猪高緑地の植生変化の説明の様子。
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企画・運営者の声 受講者の声

大高緑地でのフィールドワークでは、子ども達
の生き物への興味や、関心の強さにとても驚か
されました。講師の先生への質問も積極的に行
われ、自然と触れ合いながらリアルタイムで解
説を聞くことの出来る貴重な時間を提供できた
のではないかと思います。
運営側としては、今回コロナ禍での開催という
ことで様々な不安材料がありました。特に夏場
のフィールドワークは感染予防だけでなく熱中
症への対策も同時に行う為、受講者への対応は
より気を付けて行いましたが、線引きが難しい
部分もありました。
今回の講座では事故やトラブルなどは無く終了
しております。

・子どもでも大人でもたのしめる内容でした。
・�参加人数もちょうどよく、子どもたちも先生
に直接教えていただけて沢山学ばせていただ
けました。

・�虫が集まる理由やたくさんの質問を聞いてく
れたので良かったです。

・�家族ではなかなか虫取りの機会がなかったの
でよい経験になりました。

多様な生き物に出会おう！in大高緑地

この講座では、大高緑地で生き物を観察したり、触れ合ったりします。何種類の生き物に出会
えるでしょうか。また、四季と生き物の関係も学びます。大高緑地の自然を感じながら、みんな
で生物多様性について考えてみませんか。

E-05 緑生涯学習センター

第 1回（公開講座）
大高緑地の生物についての講義風景

第 3回
大高緑地でのフィールドワークの様子
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企画・運営者の声 受講者の声

公開講座では、トンボの模型や豊富な資料を基
に、トンボの基本の形や骨格、生態と水辺環境
の関係について講義をしていただいたことで、
受講者の理解が深まり、アンケートでの高い満
足度につながったものと思います。
第 2回以降の講座では、受講者がトンボやセミ
の生態、捕らえ方について学ぶだけでなく、昆
虫と触れ合う喜びを実感するとともに、ヤゴを
育てることを楽しみながら、命の誕生や自然環
境の大切さを学ぶことができました。また、ト
ンボ図鑑作りを通して、以前よりトンボやセミ
を捕える時期が早まったことや、その数が増加
した原因を考えることで、地球環境の変化につ
いても学ぶことができました。
今後も、徳川園の貴重な自然を生かした体験活
動を通して、受講者が生命の不思議や自然の大
切さを実感できるような工夫をしていきたいと
考えています。

・�ヤゴを捕まえ、教えていただいた方法で飼育
し、トンボにかえすことができ、貴重な体験
をすることができました。

・�ヤゴを育てたことがなかったので、新鮮でた
いへんよかった。

・�徳川園の休館日に入れて思う存分“昆虫”に
集中できました。

・�徳川園の日本庭園には、たくさん生き物がい
ることを知る機会になりました。

・�要所で地球温暖化の話題もあり、親子で考え
させられました。

・�講座の回数ごとに成長を親子で一緒に感じる
事ができてよかった。

【徳川園共催】昆虫王国 ～命きらめく都会のオアシス～

東区で貴重な自然を守っている徳川園で、トンボやセミの生態について学んだり、ふれ合った
りする体験を通して、生命の不思議さや自然の大切さを実感できるようにすることをねらいとし
ました。
第 1回は、徳川園をはじめとした都会の水辺に生息するトンボの生態や水辺環境との関係につ
いて学び、トンボが生息しやすい場所について考えました。第 2回は、ヤゴを採集し、飼育器を
作って飼い方について学びました。ヤゴを育てることを通して、命の大切さなどを学びました。第
3回は、セミの生態や捕らえ方について学んだ後、実際に捕える体験を通して、発見する喜びや
楽しさを体感しました。第 4回は、ヤゴの成育状況の発表やトンボ図鑑作りを通して、身近なト
ンボの生活や生き物の多様性を学びました。

E-06 東生涯学習センター

7 ／22　第 1回　トンボの飛び方を説明する様子 8／ 2　第 2回　ヤゴを捕える様子
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企画・運営者の声 受講者の声

第一回の公開講座は市内にある公園や庭園につ
いて、その成り立ちなどの歴史的背景の説明や、
現在に至るまでの変化の様子など詳しい話をし
ていただきました。受講者の方からもっと話を
聞きたいなどの声があがるほど、とても内容の
濃い講座となりました。第二回からは実際に公
園や庭園を訪れ、魅力や見ごろとなっている植
物などの説明を受けました。講師の方々が熱く
魅力を語られ、受講者の方々も熱心に説明を受
けていたのでとても楽しい講座となりました。
いつもと違う目線で公園や庭園を見ることがで
き、自然の魅力をしっかりと確かめることがで
きたのではないかと思います。

・�このような講座を沢山行ってほしいと思います。
・�とても勉強になりました。先生のお話がとて
も楽しかったです。

・�もう少し回数を増やしてほしい。他の公園も
巡りたい。

・知識が豊かでよかった。
・講師の方々が非常に良かった。

歩いて自然を体感！公園・庭園の魅力

名古屋には公園・庭園が数多くある。これらの公園・庭園は、市民の憩いの場でもあるととも
に、まちの緑化を図るための役割も果たしている。本講座では、人の手で整えられた公園を実際
に訪れ、自然の魅力を味わうとともに、緑あふれる良好な都市環境の形成に必要な今後の取り組
みについて学び、自然環境への関心を高めることができるようにする。

E-07 南生涯学習センター

9 月 9 日（木）白鳥庭園で庭園作りの説明を受ける様子 9月30日（木）東山植物園で見ごろを迎えた酔芙蓉を観察する
様子
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企画・運営者の声 受講者の声

昨今、SDGsにも挙げられるような環境問題に
ついて、世界の取り組み・日本の取り組み・昔
からの取り組みなど、わかり易く説明していた
だきました。
便利な生活を追い求める一方で、環境にかかっ
ていく負担や問題点を改めて認識し、学べたよ
うに感じます。
一人ひとりがより一層環境についての問題意識
や関心を高め、環境問題を解決するように行動
していくことがいかに大切か示唆していただい
た講座でした。

・�プラスチックが環境に与える影響について学
び、改めて再利用が必要なものだと実感しま
した。

・�中国で現在行われている、プラスチック再利
用について非常に興味深いお話が聞けました。
・�現在のリサイクルの実務事業者のお話が直に
聞けて、大変参考になりました。

・�とてもたくさんの情報があり、その知識を有
効に活用していけるように行動したいと改め
て思いました。

それはごみ？それとも資源？ ～リサイクルの歴史と現状から学ぼう～

私たちが環境を守るためにできることは何でしょうか。この講座ではリサイクルについて、世
界や昔の日本、企業の取り組みから学ぶことで、自分ができることについて考えていきました。私
たちが今手にしているものはごみなのか？それとも資源なのか？その境目となるリサイクルにつ
いて学びました。

E-08 北生涯学習センター

講座風景① 講座風景②
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企画・運営者の声 受講者の声

受講される方々の学習意欲が高く、企画・運営
する側にとっても、やりがいのある講座です。
3回の講座で、通して参加していただくと、下
水道全般についての理解が深まりますが、個別
の受講も可能としました。
新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、
定員を縮小し、グループでの実験や、受講者が
実際の器具を手に取っての作業体験は見合わせ
ましたが、講義のやり方などを工夫して実施し
ました。
9月 4日　第 3回　災害時のトイレ対策（家庭
と避難所）が感染拡大のため中止となってしま
い、残念でした。

・�生活に必要な内容のお話でわかりやすかっ
た。改善策を教えてもらったので実行したい
（排水口への負担などの話を聞いたから）。（第
1回）

・�下水道の歴史が学べて良かったです。説明も
わかりやすく勉強になりました。ただ、小学
校低学年には少し難しかったように思うので
子ども向け講座が別であると良いのではない
かと思いました。（第 1回）

・�名古屋の豪雨対策について知ることができよ
かった。情報量が豊かでよかったが、お話の
進行が早くて消化できずに進んでしまい、自
分の理解力にガックリ。マンホールの給水施
設を実際に見学できてとても勉強になりまし
た。（第 2回）

日本で最初に活性汚泥法による下水処理を始めた名古屋の下水道。下水道は、私たちが使った
水（汚水）をきれいにして、川へ戻すという、水環境を守るという役割の他にも、大雨による浸
水からまちを守り、私たちの安心・安全な生活を確保するといった大切な役割を果たしています。
下水道について、汚水をきれいにする仕組みの実験や、下水道と大雨・防災に関する座学、施設
見学などを通じて、学習でき、ご家庭や地域の防災力アップにもつながる講座としました。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、 9月 4日開催予定の第 3回は中止としました。

7月 3日　第 1回　下水道の役割　
下水処理の仕組みの実験をしました。

8月 7日　第 2回　大雨からまちを守る
マンホールトイレ等の展示を見学しました。

水の歴史資料館で学ぶ　名古屋の下水道と大雨・防災
E-09 名古屋市上下水道局調査課　水の歴史資料館
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企画・運営者の声 受講者の声

当日はかなり暑く、新型コロナウイルス感染症
対策と熱中症対策に腐心しました。部屋を冷や
すために換気は30分毎に行い、運営担当が窓・
ドアの開け閉めを行いました。検温、手指消
毒、整理券による連絡先の把握はもちろんのこ
と、マスクを着用していると体感温度が 1度上
昇すること、のどの渇きに鈍感になることを伝
え、こまめな水分補給を呼びかけました。
講義内容はやや専門的であり、アンケート結果
でも「やや難しい」が多数を占めましたが、一
方で科学的な根拠を明示しており、受講者の理
解度は低くなかったようで、居眠りをしたり、他
に気をとられたりしている人はいませんでした。
ヒートアイランド現象と地球温暖化とは異なる
こともわかりやすく解説していました。対策と
しての都市緑化は、国内外の現状と今後の行政
の課題を解説。受講者からは「市民一人ひとり
がどう取り組めばよいか」との質問があり、理
解度と関心の高さをうかがうことができました。

・�今後もSDGsも含めて環境問題を取り上げる
講座を開催してほしい。

・�春日井市でもこのような講座を開催してもら
えるようにできないだろうか。

・�屋上緑化、壁面緑化を行うべきである。また
名古屋の暑さは東部丘陵地帯で大いに救わ
れていると思うが、その緑も年々コンクリー
トに変わりつつあります。制度があるので
しょうが、活かされていないのではないで
しょうか。

都心における環境配慮に関する方針の一つとして、「ヒートアイランド対策」を推進することが
挙げられている。本事業では、国内外における都市緑化に対する取り組みを知ることで、緑化が
環境へ与える効果に気付き、環境への関心を高めることができるようにする。
年々、名古屋も暑くなってきており、ヒートアイランド対策として様々な取り組みがなされて
います。対策の一つとして注目される「都市緑化」について、国内外の取り組みを知り、環境の
ことに目を向けるきっかけとしてみませんか。

受講風景（イスの配置を工夫し、ソーシャルディスタンスを確
保）

堀越先生　講義の様子（マスクを着用し、講師の前にアクリル
板を置いた）

【公開講座】脱！ヒートアイランド！ ～国内外の都市緑化から～
E-10 中生涯学習センター
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企画・運営者の声 受講者の声

全ての講座で、お子様から70代と幅広い年代の
方に参加いただきました。
【ふろしき講座】では海外出身の方の参加があ
り、日本が誇る伝統的なエコロジーライフを多
くの方々に紹介できたことを嬉しく思います。
【規格外野菜を使った人参ジャム作り】では、
農家さんと規格外野菜の知られざる実態を講義
いただき、参加者のみなさんから驚きの声が上
がりました。
【間伐竹を使った魔女のほうき作り】では放置
竹林問題について初めて知った方も多く、今あ
る環境問題を知っていただくきっかけになりま
した。お子様のためにほうきづくりに奮闘する
保護者様の姿がとても微笑ましく、楽しい講座
になりました。

魔女のほうき作りから：難しかったですが、親
切におしえてもらえて楽しかったです。
ふろしき講座から：Thank you very much for 
a very interesting class.   I enjoed it.   I 
learned different ways of wrapping 
vorious things useful for daliy life thank 
you!
規格外野菜で人参ジャムを作ろうから：農家視
点での考えが知れて勉強になった。調理する側
として、また消費者として意識を高くいたいと
思った。

めざせ！サスティナブルな暮らし　身近なところから実践しよう

すてられてしまう規格外野菜問題について考える、放置竹林問題を知り、そこから活用できるも
のを作り出す。エコバックよりエコな風呂敷の活用方法をしり、買わなくてもいい暮らしを学ぶ。

B-33 eye opener

ふろしき講座　参加者と繋がる 人参農家さんによる規格外野菜についての講義
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企画・運営者の声 受講者の声

昨年に続いてのコロナ禍の最中での開催の難し
さが身に沁みました。昨年に続いての年度内は
2回の開催でした。1回目は、いま交通社会の
中での注目されているテーマであるCASE
（Connected, Autonomous, Shared ＆
Service, Electric）とMaasの現状、またス
マートシティという概念についてよく理解でき
たと思います。
2回目は、まずは名古屋圏を例に環境にやさし
い交通ネットワークとしての道路網・地下鉄網
の役割について、続いて自動車交通量が解ると
何が出来るかということについて、最後には交
通量の予測手法についてと受講者にとっては身
近ではあっても意外と理解しにくい「交通需
要」についての理解が深まったと思います。受
講者からは評価して頂けたと思っています。

・大変内容のある、ためになる話でした。
・興味ある内容だった。
・新しい問題、課題について理解できた。
・解り易かった。
・�道路交通量がわかるといろいろな評価が出来
るということが非常に分かり易く理解できま
した。

・身近なテーマで親しみやすい内容でした。
・講師の方が上手でした。

社会と土木の「話の泉」

生活環境に影響を及ぼす分野での情報提供の講座とし、聴講参加者のスキルアップに繋がるこ
とを期待した。私たちが生活する中で「移動すること」はもっとも基本的な行動の一つである。今
回の講座は、この移動を担保する「交通」に焦点を当てて、生活環境との関係を考える講座とし
た。特徴は以下の通り。 1回目は、自動車を取り巻く状況について、CASEと呼ばれる技術や情
報等のデータを精査して、著しい変化の現状を分かり易く解説して頂いた。 2回目は環境にやさ
しい交通ネットワークを確保していくための道路、鉄道が果たす役割や生活環境のレベルを維持
していくための交通需要予測等についてお話し頂いた。なお、もう 1回の講座を予定していたが、
新型コロナ感染症の「まん延防止等重点措置」により、 4月へ延期した。

B-34 CE技術の会

2021/11/24開催、講師の話を熱心に聞いている受講者 2022/ 3 /23開催、講師の話を熱心に聞いている受講者
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企画・運営者の声 受講者の声

・�個人の取り組み、関心から出発し、グループ
の話し合い、全体への発表を通して、SDGs
のまちづくりについて全員で共有し合うこと
ができた。
・�参加者の皆様の協力により、連続した 2回の
ワークショップを終えることができた。
・�目標づくり、そして、フローチャート作成に
より具体的な内容を考える過程を通して、
SDGsのまちづくりについて考えることがで
きた。

・�とても貴重な時間を過ごすことができたと思う。
・�SDGsを明確化して追求する道筋が分かった。
・具体的な目標づくりまで目がさめた。
・�自然と共生していくために何をすべきかを知
る講座だと思う。

今の自分の取り組み／関心からSDGsのまちづくりへ（ワーク）

ワークショップ①②を通して、①SDGsのまちづくりの構想を描き（課題の把握）、②今の自分
の取り組み・関心をSDGsのまちづくりの構想に結びつけるために、何が必要であるか検討し（課
題解決のための方法）、SDGsのまちづくりのイメージを共有し合います。

B-35 なごや環境サポーターネットワーク

グループで話し合って模造紙にまとめている様子 話し合ったことを全体の場で発表している様子
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企画・運営者の声 受講者の声

新規の参加者が減少傾向にある。特に去年はコ
ロナの影響で会自体も縮小傾向にあった。今年
の新規後期参加者が10名になり、その内 2名が
3 Rグループ活動予定です。

個人で取り組むSDGs!! 講座のテーマ『勿体な
いを家庭から～』に合う日常日生活に、SDGs
を意識するようにと話し合いました。
捨てずに活用楽しむ。環境良い!! 、継続出来れ
ばうれしい（＾◇＾）。仲間と楽しむ・話題に
困らない。
他にもやりたい事見つかる等。チョットした自
分に出来る事で長持ち出来、捨てられない!!
色々がある事を学べました。

～勿体ないを家庭から～編む・織る・染める～手あみの基礎学べます～

SDGs個人の暮らし方を話題に、参加者持参品紹介→単衣着物・帯・サマーセーター・手あみ
未完成・襟付きブラウス・残り糸、布
After→★単衣着物→作務衣・袖なしベスト・チュニックベスト　★帯→ショルダーバッグ、
ポーチ等へ
最終回は実践を；共に喜びます（＾◇＾）
★残り糸、布→指編み、裂き編み、布ぞうり

B-36 手あみ生涯学習ぐるーぷ& 3 Rグループ

講習風景 裂き布でゆび編み
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企画・運営者の声 受講者の声

参加者が予定より少なくなりましたが、その分
密にコミュニケーションがとれたこと、参加者
さんがリラックスして参加していただけたこと
がよかったと感じています。
今後も親子で楽しめる企画を開催していきたい
と思います。

1 �．小さなこどもも集中できて楽しそうにして
いました。
2．もう少し長い時間やってもらいたかった。
3 �．自然の中で英語にふれあいながらすごすこ
とができて楽しかったです。

北欧発！森の自然環境教育を英語で学んじゃおう！

北欧スウェーデン発祥の幼児を対象にした自然環境教育です。名古屋市近郊の自然豊かな森の
中で外国人の英語の先生と森の中でたくさん遊んで学びます。森の中での英語レッスンも！
親子で自然を楽しみながら自然を大切にする気持ち、身近な自然から発見する喜びを伝えてい
きます。

B-37 森のムッレあいち

目隠しをして触ったものをあてるクイズをしています。 スウェーデンの椅子取りゲームをしています。
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企画・運営者の声 受講者の声

今回の企画では、子どもだけでなく親御さんも
楽しめるような内容を目指した。結果、親御さ
んからはたくさんの好評価を頂き、楽しんで
帰ってもらうことができた。事前の準備におい
ては、コロナの状況もありスタッフの集まる日
をあまり確保できなかったが、オンラインでの
打合せをする等工夫しながら進められたように
思う。参加者の方々に喜んでもらえるだけでな
く、企画をする自分たちの自己向上心にもつな
がっている。自然の楽しさをみんなと共有し、
コロナ禍でも楽しく過ごしていけるきっかけの
一つになっていければと思っている。

・�自然の中でロープを使った遊びができ、子ど
もも楽しめたと思います。企画・運営頂きあ
りがとうございました。

・�ロープは大人も子どもも楽しめるいいテーマ
だと思いました。

・�子どもがとても楽しそうでした。私も楽し
かったです。家でもロープをかけれそうな所
があったら、遊び場を作りたいと思いまし
た。ありがとうございました。

・�スタッフのみなさんがとても優しく丁寧で、
楽しく過ごせました。貴重な体験をありがと
うございました。

森で見っけ！自然と育むおやこの発見・創造プログラム

「家族で自然を楽しむ、学ぶ」ことをテーマに、いろいろな職業の大人たちが集まって企画した
プログラムです。森の中でロープ遊びをして普段なかなか体験できない体験を行います。

B-38 劇団森のパレット

ロープワークでブランコをつくりました ロープワークで綱渡り
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企画・運営者の声 受講者の声

秋の森遊び、冬の森遊びともコロナの間隙を縫
うタイミングで何とか実施できたのが幸いでし
た。屋外での活動ですので屋内に比べれば安心
度は高いけれど、密接にならないようゲーム内
容を変更しての活動内容により、参加者、主催
者の安全を確保できました。
森遊び自体は、参加者の評価が高く、準備は大
変ですけれど満足のいく活動と思っています。

自然を生かした遊びが多く用意されていて、楽
しめた。
とても楽しかった。冬の森の良さを感じられま
した。ソリ滑りはとても楽しんでいました。
スタッフのみなさんも、親切に対応してくださ
り楽しく過ごせました。
自然に帰ることができてよかったです。

おばたの森遊び

どんぐりころころグループが主体的に作り上げた「どんぐりころころの森」で親子で森遊びを
楽しむ活動です。
秋は、オリジナルゲームと森の探検+フォトフレーム作りを行いました。冬は落ち葉掻きと落
ち葉のプールづくりをしました。冬ならではの落ち葉のソリ滑りも好評でした。
毎回、森遊びを通じてしっかりと自然を体感していただいていると思っています。

B-39 なごや環境塾どんぐりころころグループ

2０21年10月30日「秋の森遊び」
森のブランコ

2022年 1 月22日「冬の森遊び」
落ち葉プール
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企画・運営者の声 受講者の声

コロナ禍において、安全面に配慮した中で、本
物の自然に触れる環境と参加者同士の気づきや
交流体験を提供することを目的としておりまし
た。おおむね達成できましたが、参加者が目指
していた生物が出現しなかった場合などもあり
ました。また、各家庭毎に抱かれている価値観
（自然保護・動物保護への考え等）との相互理
解をより進めていく必要を痛感しました。期間
中に代表が逝去しましたが、中止をした回は
あったものの、4回以上の開催を行うことがで
きました。下期からは、解説・説明を丁寧なも
のに変えたことと、講師 2人体制に変更を行っ
たため参加者により希望に添える形になったか
と思います。

説明が丁寧で良かった。／説明が十分だった。
／はっぱのにおいがあることの理由や名前もわ
かって良かったです。／生き物のことや野山の
自然などについて詳しく説明していただいた。
／分野ごとに精通している方が教えてくださり
大人も勉強になった。／夜の山、自然のことを
知れてうれしい、次は必ずムササビをみたい。
／昆虫の夜の取り方がわかってよかった。／夜
の道の歩き方がわかってよかった。／ムササビ
とモモンガの違いがわかってよかった。／リス
の種類や外来のリスについて知ることができ
た。／リスをまぢかで見る事が出来てうれし
い。／エビフライを拾うことができてうれし
い。／イノシシのトイレとお風呂が一緒でびっ
くりした。／テンを見てみたい。

りす山の自然学校：あなたのお子さんへの新しい学びの冒険がここに。

名古屋市の東谷山198ｍに棲息する野生のニホンリス・ムササビを含めた哺乳類の調査・保全の
ためにおとなと一緒に行動し考えることができるようにする、その際、体験による気づきとデータ
計測による数字を使った自然界の理解の素養を育成する。野生ニホンリスを捕獲観察して現場で観
察を行い、アンテナでリスや巣を自分達で見つける。また、野生生物の痕跡観察と観測機器の操作
に触れ、また季節に応じた植物の観察や冬季の東谷山の自然環境の理解を深めるとともに、センス
オブワンダーの芽を育てる。2回の夜間講座については、夜間での森の歩き方や聴覚・視覚の変化
を体感してもらうことで非日常の中での冒険心と安全確保の基本をより深めることになった。

B-40 守山リス研究会

リスを捕獲しています。2022/01/15　東谷山 リスを説明しています。2022/01/15　東谷山
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企画・運営者の声 受講者の声

コロナ対策のため家族間の触れ合いがあまりな
く、ちょっと寂しく感じた。フクロウを見つけ
た、写真を撮れなくて残念。毎回多数の参加者
で嬉しい。名古屋市南区や瑞穂区などから参加
しているらしい、ありがたい。自然観察を必ず
取り入れているのはいいことだと思う、いろい
ろな変化を見てもらったり感じてもらうことは
必要だ。

水分補給まで準備してもらってうれしい。普段
使わない竹の細工が楽しい。野外なのに参加者
全員にテーブルを用意してあった、知らなかっ
た、コロナ対策なので嬉しい。滑り止めの軍手
のサービスにはびっくりした、ありがとうござ
います。竹うまが初めてで楽しかった。シイタ
ケ菌打ちは初めてだった、楽しい、準備ご苦労
様です。

もりもり自然探検・大発見

①里山を愛する地域住民の憩いの場、②遊びながら学べる体験の場、③公園のような緑豊かな
憩いの場、④里山をイメージした自然体験の場、⑤希少種の生息地域の保全。⑥「遊びと楽しみ」
を通じて環境への意識の醸成を目指し、里山の整備保全活動や自然体験の活動を通して自然環境
を理解する情緒豊かな人材育成を目指しています。竹林の整備と利用活用のあり方学習、水辺再
生でよみがえるヘイケボタルの養成活動を重点的な目的としています。公園整備と共に幼児から
高齢者まで幅広い年齢層に支持される活動を続けています。講座では自然観察を必須として地内
を案内し整備の現状を紹介するとともに、楽しみながら学べるワークショップを取り入れていま
す。近隣の名古屋市からの応募者が大半を占め、地域の枠を超えたふれあいの輪が広まっている
と感じています。今回は竹馬等、竹の工策で情緒豊かな体験ができるよう工夫しました。

B-41 かすがい里山自然楽校

11月13日、自然観察会は家族単位。これから雑木林に入ります。 10月 9 日、まだ水分補給がいりました。消毒も忘れずに！
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企画・運営者の声 受講者の声

①�コロナの影響で、開催日直前に、キャンセル
する家族連れがあり、各回の人数が 4 -11人と
少なかった。参加人数が少なかったので、ス
タッフからくわしい説明を聞き、いろいろな
体験ができる講習会を実施することができた。
②�竹林管理をするグループ10人が、講座に参加
した。竹の有効利用に興味があり、粉砕機の
仕様、粉砕したチップの利用方法についての
質問が多くあった。今後も、情報交換をして
いきたい。
③�近くの高校の先生 3 人が講座に参加した。
「是非、生徒に体験させたい」との事でした
ので、今後、高校生の体験学習に協力してい
きたい。

①�竹チップの作り方とその効果について、よく
理解できた。

②�広い猪高緑地をしっかり管理しているのに、
驚きました。

③�猪高緑地の歴史、環境について、よく理解で
きた。

④竹の伐採、ウッドチップ敷設が楽しかった。

削れ難く、保水力があり、歩き易いウッドチップ散策路を作ろう

人が歩く事により、削れてしまった散策路に、木や竹のチップを敷設する事により、削れにく
く、保水力のある、歩き易い散策路にできます。毎年、竹藪が拡大する対策として数千本の竹を
伐採しています。又、危険な樹木も伐採しています。伐採した竹や木を積み上げる為、植物が生
えないゴミの山が出来てしまっています。これらを粉砕して散策路に敷設すると、ゴミを資源に
変え、このような問題を解決する事ができます。
講座では、竹を伐採し、その竹を粉砕機で粉砕します。そのウッドチップを散策路に敷設しま
す。その後、チップを敷設した散策路と敷設していない散策路を比較しながら散策します。

B-42 名東自然倶楽部

粉砕機で竹を粉砕している（ 2月19日、猪高緑地） 粉砕したウッドチップを敷き均している（ 1月15日、猪高緑地）
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企画・運営者の声 受講者の声

火おこし体験やノコギリ体験など、参加者の方
が熱心に取り組んでいる姿がとても印象に残り
ました。子どもたちが集めた落ち葉の上で、ト
ランポリンのように楽しそうに遊んでいる姿を
見られてとてもうれしく感じました。受講者の
声にもありましたが、日頃できない事を体験で
きるのが魅力なようで、コロナウイルスが感染
拡大中の閉塞感を感じさせないような、非日常
を感じられる講座内容にできたと感じました。
昨年度からのリピーターの方にも参加していた
だき、また、来年度もぜひ参加したいというお
声を頂き来年度の企画をまた頑張ろうという気
持ちになれました。

火が燃えるところをなかなか見ることができな
いので、すごく楽しかったです。木の伐採など
初めて体験することに参加できた。子供たちも
落ち葉トランポリン、のこぎりなど楽しそうで
した。シイタケができる仕組みを知らなかった
ので、植菌の方法を知ることができ、また原木
を持ち帰ることもできうれしかったです。森の
循環にはそこに生きるものすべてが大切なんだ
という事をいろんな体験を通して学べるのはと
ても良いですね。こどもも楽しくはっぱを集め
たり、しいたけを学べました。自分で森を散策
しても木の種類は全くわからないので、細かく
案内してもらって楽しかったです。自然から採
れるお茶も、いい香りでした。

森からのプレゼントⅡ ～猿投の森の恵みを丸ごと体験～

スウェーデントーチづくり、腐葉土づくり、シイタケの植菌、クロモジ茶づくりを 4回シリー
ズで体験してもらうことによって、森の大切さ、森のめぐみを楽しみながら学んでもらいました。
1回目は火おこしを体験し、スウェーデントーチを燃やしました。 2回目は葉を集め、踏んで遊
んで腐葉土作りを開始しました。 3回目は 1か月前に開始した腐葉土の微生物に酸素が十分にい
きわたって発酵が進むように葉をかき混ぜました。シイタケの植菌も体験しました。 4回目は猿
投の森内にあるクロモジなどの植物でお茶を入れて楽しみました。

B-43 公益社団法人日本山岳会東海支部・猿投の森づくりの会

腐葉土づくりのために集めた落ち葉の上でトランポリン。
（12/25）

クロモジ茶のためにクロモジの枝を細かく刻みます。
（ 3 /26）
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企画・運営者の声 受講者の声

自然相手の活動は天気に左右されます。今年度
も「三密回避」しようと気を遣うプログラム開
催でした。第 1 回「Crab Paradise!」は、濃
厚接触者になったという家族のキャンセルもあ
り参加人数が少ない分、少し安心して開催でき
ました。第 2回「カワザンショウガイ調査」も
寒い一日でしたが、昨年と違い室内で食事がで
きたのが救いでした（まん延防止が出ていると
会場が室内飲食禁止のため）。それでも三密を
防ぐため、外でのソーティングする姿が多く見
られました。第 3回の「海苔を作ろう！」は時
折小雪が舞ったものの、何とか無事終了。ただ
今年の原料の海苔の出来はあまり良くないとの
こと。第 4回の「カモかもウォッチング」は風
もなく暖かく、スタッフが興奮するほど珍し
い、クロツラヘラサギ、ヘラサギ、ツクシガ
モ、ホオジロガモ、アメリカヒドリなども入っ
ていて、素晴らしい観察日和となりました。

・�The course was fun for both adults and 
Kids. Kids and I learned about crabs 
and envirowment well.  Thank you very 
much.

・�講師から分かりやすく詳しい説明があった。
スタッフも一生懸命準備してくれたのが伝わ
る講座だった。

・�毎日頂く海苔がどのようにできているかだけ
でなく、それが昔は名古屋でも作られてい
て、どう変わっていき、作られなくなったか
まで、親子で学ぶことができて、大変勉強に
なりました。

・�説明が分かりやすかった。鳥への愛情が伝
わった。

干潟の学校 ～藤前干潟でいろ～んなことしましょ！～

秋冬は大潮でも昼間にほとんど干潟は出ないため、春夏のようにドロ干潟に入っての観察会は
できませんが、秋冬には秋冬の楽しみや魅力があります。稲永ビジターセンター側では、引き続
きヨシ原サイドでも英語のみのプログラムを開催したり、年一回のカワザンショウガイ調査を実
施したり、冬鳥の代表であるカモを中心にバードウォッチングを実施しました。
藤前活動センター側では、海苔すき体験を通して、伊勢湾台風前までは豊かな漁場であったこ
とや海苔養殖も盛んだったこと、そしてもう一度豊かな藤前干潟を取り戻したいというメッセー
ジを伝えました。

B-44 NPO法人藤前干潟を守る会

10月16日（土）　稲永側ヨシ原にて。カニを中心に観察、たくさ
んのカニに出会えました。

2月 5日（土）　藤前活動センターにて。時折小雪の舞うなか、
おいしい海苔をすきました。
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企画・運営者の声 受講者の声

直射日光が避けられない場所なので熱中症には
十分気を使いました。滑りやすい所があるので
中途半端な場所では話しはしない事。採取と解
説は違う場所でする。等々安全には十分留意し
てスタッフの意思のつながりを大事にしまし
た。講師の分担がうまく出来、当日資料の内容
が素晴らしく理解しやすく楽しい講座になりま
した。

・�ゴミがすごい量でした。
・�講師が楽しくて質問にも分かり易く答えて頂
き子供の興味が高まっていました。ありがと
うございました。

・�カニがたくさん採れて楽しかった。初めはコ
ワかったけど先生がつかまえ方を教えてくれ
たらうまく採れました。

・�カニを中心にした生態系を教えて頂き、驚く
事ばかりでした。自然環境の大切さを実感し
ました。

・�楽しかった、またやりたい。
・干潟って大事なんですね。

冬眠前のカニにチャレンジ！

庄内川の終点で伊勢湾の始発点である藤前干潟の自然環境を体感し、干潟を代表する生き物の
カニ類を採取してカニ類が支える生態系と生物多様性をしっかり学びます。主催者が制作したカ
ニの資料を使用し子供達にも理解しやすく親子で干潟の重用性を学ぶ事が出来ました。漂着ゴミ
についても現状を理解し自分達に何が出来るかを考える事が出来る時間になりました。

B-45 川ナビ歩こう会

子どもの目線に合わせて、カ二について話す講師。 マンツーマンでカニの捕り方を指導する講師。
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企画・運営者の声 受講者の声

●�1 日目の座学は、様々な竹の実物を回覧した
り、充実した資料を配布するなど、初めての
人も「竹」に興味をもち、理解を深められる
内容だった。
●�竹伐り体験では、ヘルメットやゴーグルなど
を着用し、4名に一人の指導者がサポートす
るなど、安全に考慮して進めることができ
た。また、参加者も初めての体験を楽しみ、
里山整備への関心を深めていた。
●�2日目は午前、午後ともに作品作りであった
ため、時間が足りなかった。（15分延長した）
できれば2日間に分けて実施すると良かった。
●�2日間一緒に活動する中で、参加者同士も距
離が縮まり、助け合って作業したり互いの作
品を評価し合うなどとても良い雰囲気だった。
●�最後には全員が門松と竹トラを完成させ、満
足の笑顔で終えられて良かった。（準備が大
変だったが報われた）

●�竹伐り体験は体力的に大変だったが、非日常
な体験でとても楽しかった。

●�竹林の中で体を動かし、汗をかき、とても良
い時間が過ごせた。

●竹の種類が良く理解でき良かった。
●�時間が足りなかったのが残念だったが、大変
楽しい内容で学ぶ楽しさを知った。

●�立派な門松ができて満足。説明も分かりやす
かった。

●�毎週〇曜日開催ではない単発の講座が参加
しやすくありがたかった。

竹の伐り出しから！本格『門松』づくり ～大人の自然工作～

『竹』をキーワードに、下記を伝える全 4コマの講座を企画した。
●身近な里山の現状と、里山整備の効果や必要性を伝える。
●なぜ、身近な自然に『多様性』が必要なのかを考える。
●自然を尊び、自然を活かし、自然を楽しむ日本の文化に触れる。
座学にて里山の現状、竹の種類や特徴、自然を利用し楽しんできた日本の歴史や文化について
学び基礎知識を得た上で、竹伐り体験や竹工作を実施。竹の特徴を上手く利用し、様々な技（へ
ぐ、割る、曲げる、切る、削るなど）を使い、最終的には門松と竹のトラを完成させる。

B-46 NPO東海自然学園

竹を伐り倒す体験、枝打ち体験をしている様子。 モウソウチクを伐り、割り、門松づくりをしている様子。
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企画・運営者の声 受講者の声

・�参加者の年齢が低かったため、糸つむぎや
コースター織りは難しかった。対象年齢を
「小学生以上」と区切るか、講座内容を再考
すべきと感じた。
・�大人と子どもを分けて作業をしたため、大人
の参加者は自分の子どものことを考えず、自
分の作業に集中でき、満足しているようす
だった。しかしそのため、年齢の低い子ども
たちには、スタッフがつきっきりでサポート
する必要があった。年齢の低い子どもたちに
は、別の内容かもしくは「託児」が必要と感
じた。
・�事前にスタッフが作業の打ち合わせや練習を
行ったため、参加者へのアドバイスができたり、
余裕を持って講座に参加することが出来た。

・�コースターひとつつくるのにもわたの糸がた
くさんいることがわかって、「すごい！」。職
人の人は大変だと気が付いた。家で育てて出
来たわたで糸を作ってコースターをまた作っ
てみたい。（小学 3年・女子）

・�スピンドルで糸をちょうせいしながらつくる
ところがむずかしかった。（小学 3年生・男子）
・�わたの実から糸が出来るまでのプロセスがわ
かっておもしろかった。糸と種を分けること
が楽しかった。

・�体験系の講座にはいろいろ参加してますが、
この講座の最大の良さは大人と子どもが別々
にやること。子どもがわたしに甘えず、しか
もゆったり大人だけでできるので集中してや
れました。

・�他の方たちといっしょに、親子別にできてた
のしかったです。

ももなも耕せプロジェクト「いのこしの畑でわたをつくろう！」

名古屋市内の住宅街のなかにある「いのこしの畑」で、わたをはじめとするさまざまな自然を
観察する。
「いのこしの畑」で出来たわたを収穫し、種取り・弓打ち等を体験、糸つむぎをし、その糸を
使ってコースターを織る。

B-47 特定非営利活動法人　芸術の広場ももなも

丹羽正行さんによる弓打ち実演 糸つむぎ
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企画・運営者の声 受講者の声

今回はコロナウイルスの影響で山登りのイベン
トを延期したことが申し訳なかったです。
年々参加者が増えてきていると感じました。
今回は新しく踏み込み温床をやってみたが、楽
しんでもらえたみたいで良かったです。雨上が
りのぬかるんだ森のスリリングさを裸足になっ
て親子で楽しんでいただけて良かったです。

身近な野草がこんなにおいしいとは思わなかった。
子供と一緒に楽しく温床が作れると思わなかった。
栗で鮮やかな色に染まると思わなかった。初め
ての泥遊び楽しかった。はだしが気持ちよい。
崖登りが楽しかった。童心に戻れた。子どもよ
り親が前へ歩いて行くようになっていた。大き
いごぼうが掘れた。

りす山遊び「季節を感じる自然体験をしよう！」

自然あふれる名古屋市東谷山の麓を拠点に子育て支援を行う「えこども」は特別な 1日になる
自然体験を提案します。今回は季節を感じる講座を 4回（単発受講）のラインナップです。開催
時は野外かつ小グループ活動で 3密（密閉、密集、密接）を避けます。

B-48 特定非営利活動法人えこども

2021年11月14日　栗いが染めみんなの作品を乾かしている様子 2022年 1 月22日　踏み込み温床落ち葉と米ぬかを入れて踏み込
んでる様子
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企画・運営者の声 受講者の声

日頃から走る習慣のある人を対象としました。
だからこそ走ることばかりでなく、焚き火を通
して森の恵みを享受したり、地形や森の資源を
利用してサバイバル体験をしたり、野外炊飯を
通して自然と触れ合いながら仲間と親睦を深め
たりと、走りに終始しない工夫をしました。普
段、街なかの道路しか走っていない人にとって
は、森を走ることだけで異次元体験であり、
走った後は一様に「気持ちいい」と言ってくれ
ました。焚き火を通して人と森との関わり合い
や、人が手を入れなくなってしまった今の森の
荒れ方を見て感じて、これからの付き合いかた
を考える機会となりました。

・�空き缶炊飯など、災害時にも役立つ体験がで
き良かったです。

・�初めて山を走る経験をし、すごく大変でした
が達成感は大きかったです。

・�自然を満喫しながら山を走ることができました。
・�どんな地形がビバークに適しているかなど、
森をじっくりと見ることができました。

・�寝転がって樹冠を見ると、その雄大さや美し
さに圧倒されました。

・森林資源の利用は大切だと思う。

ネイチャーランニング森のなかPLUS

・�都市近郊の森を使い、颯爽と駆けることでしか味わえない森の魅力を知る。これからの自然と
の関わり方を考える。
・焚き火を通して、エネルギーや里山利用について考える機会とする。
・山でのリスクをどう回避するかを学びながら、宿泊することで他者との違いを認め合う。
　以上の内容を各回に織り込みながら、森を走るという小さな旅を通して深く共感しあいました。

B-49 りとるらぼ

10/17　東谷山（守山区）～定光寺
エマージェンシーシートでビバーク体験

11/ 6 　犬山市野外活動センター～鳩吹山
森を颯爽と駆けおりる
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企画・運営者の声 受講者の声

対象の方については、もう少し考えてやってい
くことが大事かなあと思います。例えばチョウ
の観察だけでは、難しい解説になりやすく子供
たちの参加があるので、内容を広く考えておく
ことが大切だと思いました。また、大人対象の
リーダーと子供対象のサブリーダーとに分けな
がら実施することや、観察にはかすがい東部丘
陵自然観察会のメンバーも参加してくれている
のでより小さいグループができてもいいのかな
あとも思い、かすがい東部丘陵自然観察会とし
ての取り組みも全体で考えることが大切なのか
なあと思っています。

チョウの観察では、座学で見分け方を教えても
らい、フィールドでの観察において違いを見分
けることができたと大人の方からはご意見をい
ただきました。子供たちにはサブの方が付き添
うことができよかったと思います。子供たちに
は、先生の教え方には△でしたが…。早春の生
き物では、前に書いたような状態で、シデコブ
シも少し、天気が良くないので、ハルリンドウ
もひらいていない、でもイワナシの開花が見ら
れました。イワナシは日本海側に分布するとあ
り、このあたりでみられることは少ない植物で
す。大人にはちょっと盛り上がっていました。

春日井築水の周りの自然と保全

第 １回は、チョウの調査法の講義と実地体験です。かすがい東部丘陵で実施している、NACS-J
のモリタリング１０００里地調査の方法を解説し、野外に出て実地体験を行いました。ところが、お
子さん連れもあり、詳しい見分け方は一寸おいておいて、チョウや昆虫を見ることが中心になり
ました。第 ２回は、早春の森の生き物探しです。築水池周りでは、シデコブシが多くあり、その
観察をと思っていました。ところが今年は寒い ３月だったので、開花が遅く、咲き始めになって
しまいました。また天気がはじめは曇りのち雨。雨の予報だったので、欠席の連絡もありました。
子供連れが １グループ。子供たちもいることで、 １時間ほど早く駐車場で解散にしました。写真
は、雨のため第 １回めのみです。

B-50 かすがい東部丘陵自然観察会

チョウの観察風景
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企画・運営者の声 受講者の声

今回は、コロナ、オミクロン株の影響を受け、
途中中止としました。参加者の中には高齢の人
もいらして、2回接種から間隔が開いてきたせ
いか、欠席が増えてきました。かつ、直前で講
座がなくなるより、事前にわかっていた方が、
迷わなくていいとの声もいただいたため、12月
に中止を決定しまた。
2008年から続くセントレア講座、講座の半分を
中止にしたのは、今回が初めてです。参加者か
ら苦情をいただくかと覚悟していたが、『私たち
が行こうとしているのは、そういう機関だから』
と言っていただいた。参加者に講座の趣旨が
しっかりと伝わっているようで、嬉しく感じた。

普通では入れないところ、特に滑走路内に入る
ことができて感激した。あいにくの雨で、バス
から降りることはできなかったが、色々な設備
の説明を受け、勉強になった。／コロナの蔓延
で、水際対策の重要性を再認識した今、タイム
リーな講座に参加できてよかった。10年以上前
から開催されていたとは驚いた。／オミクロン
株の影響で、講座の途中中止は、残念だが、や
むを得ないと思う。見学予定先全ての資料を郵
送していただき、ありがたかった。来年、もう
一度チャレンジします。コロナが早く収まって
欲しい。／セントレアには、色々な機関が、そ
れぞれの役割を担って存在していることを知っ
た。／鳥インフルエンザを検査する施設がある
ことを初めて知った。／国際郵便局は、普通の
郵便局と全く違う仕組みで驚いた。

環境カウンセラーと行く　セントレアまるごとウォッチング2021

社会見学型環境講座で、国際空港セントレアの環境、安全、水際対策を考えます。コロナのパ
ンデミックによって、国の水際対策の重要性が再認識されています。グローバル化が進んだ現在、
モノや人の流れを妨げないように、でも、不都合なものは持ち込ませないという難題を、関係機
関が協力し合って国を護っています。環境に配慮した空港会社、飛行機の安全を守る航空気象台
なども見学予定でした。
しかしながら、今回はコロナオミクロン株の蔓延を受け、後半部分を中止しました。行く予定
だった施設すべてからパンフレットなど施設を説明する紙資料をいただき参加者に送付しました。
緊急時に対応する機関だからと理解していただけたのは、ありがたかったです。

B-51 環境カウンセラー岡本明子

10/26、制限区域屋上から見た空港 11/ 9 、座学、動物検疫所
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企画・運営者の声 受講者の声

今回は台風や大雪もなく天候条件としては順調
であった。しかし、コロナ禍の影響は避けがた
く、参加者数が伸び悩んだ。申し込みをしたに
もかかわらず直前になって発熱不参加の方もお
られた。さらに、今回は 4回通しの参加者が 1
家族のみで、1回だけの参加者が多かった。募
集要項に書いてあるのでやむを得ないことだ
が、次回からは「通し参加が望ましい」という
一文を加える必要がありそうである。第 1回の
座学で、当NPO法人の成り立ちの背景となっ
た産業廃棄物処分場計画をめぐる御嵩町の歴
史、木曽川上下流間の不公平、下流域都市圏の
責任などについて知ってもらうという企画の狙
いが不十分となった。せめて第 1回の参加を必
須条件にする必要があるかもしれない。

木曽川がもたらす生物多様性の恵みに感謝し、水源の森で学び、遊ぶ

木曽川水トラストの森は岐阜県御嵩町にある。巨大産廃処分場計画に関する住民投票で処分場
を拒否した御嵩町民に感謝して創設されて20余年を経た。木曽川の恵みで繫栄する名古屋をはじ
めとする下流域都市圏市民に、上流に感謝するまなざしを持ってもらうことを企図して本講座を
行った。座学に始まり、東海地方に特徴的な落葉性広葉樹林の観察、炭焼き、竹の除伐や簡単な
竹細工体験、焼きあがった炭を使ってさんまを焼いて食べる、ヒノキなどの針葉樹の間伐や枝打
ちの見学、古民家での餅つきなどを通じて、木曽川上流域中山間地帯の里山の自然と暮らしを学
んでもらうことが出来た。子供に里山体験をさせたかったという子連れのファミリーの参加が多
かった。第 1回の座学への参加者が少なかったのが残念であり、今後の反省材料である。

B-52 NPO法人「みたけ・500万人の木曽川水トラスト」

古民家をお借りして餅つき。子供用の杵も準備した。 トラストの森での集合写真。この日は焼いた炭を出して、さん
まを焼いて食べた。
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企画・運営者の声 受講者の声

初めて午前から午後にかけての講座を試み、手
応えを感じた。
前年度に開催し、好評だった講座を新たな工夫
を加え、開催しました。秋ならではの葉っぱ遊
びは未就園児から大人まで、我々スタッフも共
に楽しめた。
絵本DAYはお天気が味方をしてくれたおかげ
で、過ごしやすく心地よいゆったり森を楽しめ
ました。

・�子供が楽しんで参加できました。インク作り
楽しかったです。

・�久しぶりに自然にゆっくりふれられたので子
供たちを自由に遊ばせてもらえた。説明をシ
ンプルにして、待つ時間をなるべく少なくし
ていただいた。

・�大人も楽しかった！落ち葉でこんなに遊ぶの
は、子供の頃だったので、また参加したい。

・�気軽に参加できて子供と一緒に楽しく自然を
感じることができました。

・�自然を十分体感できる内容で、とても楽し
かったです。

みて　きいて　かんじて！自然とあそうぼうの会（2021年下半期）

親子向けの自然教育を通して、自然環境を身近なものに感じてもらい、親子で環境への意識を
高めるきっかけをつくることを目的とした。
講座内容は、自然を身近に感じ、自然の中で遊ぶことで、生きる力やコミュニケーションを育
てる活動と五感を使った活動を企画・運営を試みた。
今期は名古屋市内の公園も利用して、より多くの方々にお越しいただけるよう工夫をした。

B-53 NPO　みのむしックス

11月14日に天白公園で実施した講座では、みんなでどんぐりの
インクを作って、好きな絵や文字を書きました。

3月 5日にあいち海上の森センターで実施した講座では、森で
絵本を読みました。パネルシアターも行い、子どもたちが物語
に聞き入ってくれました。
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企画・運営者の声 受講者の声

感染状況によって、応募数にばらつきがあっ
た。感染対策にも慣れてきたが、いつも緊張感
を強いられながらの運営だった。こういう状況
にも関わらず、子どもたちはいつも元気いっぱ
いで、新規のリピーターも増えてきた。また、
「森のようちえん」卒園後も小学生対象の講座
に参加したいという声も聞こえてきて、自分た
ちの目的は達成されていると実感した。

のんびりと自然の中ですごせ、子どもはしっか
り遊べて楽しかったです。
子どもがとても楽しく参加できた。最初ターザ
ンロープも苦手〜できない〜と言っていたの
に、皆様のサポートのおかげでできるように
なった。
自然の中でたくさん身体を動かすことができ楽
しかったです。
毎回子供が楽しんでます。森や自然が好きにな
り興味を持てました。ありがとうございます！
幼稚園最後の参加でした。今までここで教わっ
たことを思い出す １ 日でした。自然と友達に
なってほしいと思った最初の気持ち。懸命に登
る姿に重ねてうれしくなりました。

むささびっ子の森くらぶ

森のようちえんでは、森の素材でクリスマスケーキを作ったり、焚き火体験など通常の幼稚園・
保育園ではなかなかできない活動にチャレンジしました。初めて森に入る親子も多く、子どもに
とっては貴重な原体験の場となりました。
プレ森のようちえんでは、小さなこどもたちとお母さん、お父さんが一緒に自然で過ごし、い
ろいろな形のどんぐりを拾っておもちゃを作ったり、生き物を捕まえたり、ゆっくりとした時間
を楽しみました。

B-54 NPOチームばんどり

16プレ森のようちえん（平和公園里山の家）
ザリガニを捕まえたよ

1／16　森のようちえん（各務野自然遺産の森）
竹ぽっくりを作ったよ。上手にできるかな。
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企画・運営者の声 受講者の声

仲間やリピーターの方が増え、自然を感じ、季
節の移ろいとともに親子で自然とふれあい、親
しみ、楽しむ時間をつくることができました。
主に ２つポイントがあったと感じています。①
季節のオリジナルで考えた遊びとふれあいの時
間、②自然と仲間が増えていく仕組みです。①
四季の移ろいをテーマに、家族の時間で少しで
も自然のお話が出たらいいなという気持ちを込
めて、自分たちで考えた遊びやふれあいやお話
を準備しました。季節のお話は、じっと見て感
じてくれる親子の姿も見られ、日々慌ただしい
子育ての中で少しでも外に目を向けられる時間
が増えたらいいなと感じました。②ママとし
て、なごや環境大学の仕組みがとてもありがた
いというお話を毎回させていただいていたとこ
ろ、二名のママが、なごや環境大学で何かしよ
うかなぁと相談してくださり、私たちと一緒に
最後一回活動しました。そうやって仲間や知っ
ている方が増えていけたらいいなと感じます。

どんなあなたも大好きと言うこと どんなあな
たも〜とは言えてなかった 子どもらを丸ごと
認めてあげること とても心に響きました。子
どもが何度も楽しかったと言っていました。子
どもも私も楽しめました。

乳幼児脳育×自然あそびecocorokids

乳幼児のいる親子が、身近な自然環境に対する興味関心を深め、人生で最初の教育の現場で「生
きる楽しさ」を得、親子の毎日の暮らしの中に自然環境とのつながりの感覚を学び、実践するこ
とで、親子の時間が充ちあふれて、参加者が、ワクワク未来を創造できることを目的として講座
を実施。日本の四季行事に沿った日程で講座を組むことで、自然と文化を大切にする心を育み、更
に、知育あそび×環境教育×運動×創作×子育ての学び等を盛り込んで、幼い子でも飽きることな
く楽しみながら、更にお家に帰った後も日常でできることを取り入れることで、継続して心と体
を育てる活動を行っている。乳幼児期の教育について深く考え、親の学びに重点を置き、親子が
お互いに楽しみ学ぶ工夫や、幅広い視点から学ぶ機会を設けている。

B-55 乳幼児脳育×自然あそびecocorokids

3 / 4 　東山動植物園でのイベントの様子です。季節の手作り絵
本の読み聞かせから始まります。

12/21　東山動植物園でのぬりえの様子です。親子で草の上で思
い思いに楽しみました。
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企画・運営者の声 受講者の声

1 回目の10/10実施の「あそぼうさいまなぼう
さい」は戸田川緑地のイベント実施日に併せて
開催しましたが、メイン会場ではない会場で人
通りもあまりなく、初めての開催で事前にチラ
シ等で周知も行っていなかったため参加人数が
見込みより大幅に少なく残念でした。
2回目の11/ 6 実施「実践！避難所サバイバル体
験」は段ボールを使用し子供たちはもちろん父
母の方にも楽しんで防災体験をしていただきま
した。途中でロープ学習も行いこちらもこれから
役に立つと喜んでいただきました。子供たちの方
がロープの覚えが早く楽しんでいただけました。
3回目の11/ 7 実施「みんなで作ろう！住みや
すい街づくり」は子供たちは物の売り買いを学
び父母の方には防災講座を実施し、防災減災の
大事さを理解していただけたと思います。
3講座ともコロナ禍であったため当日キャンセ
ルが多く来年度の講座の募集方法を今一度検
討を行う必要があると思いました。来年度は戸
田川緑地で開催しているので環境問題をメイン
にした講座を行いたいと考えています。

・親子で学べる講座をもっと開催してほしい。
・�子どもたちなりに考えてやりとりしていてよ
かったと思います。

・�どのような講座かわからなかったが子供たち
が生き生きと取り組めて楽しめた。

・�初めて会った友達と一緒に同じ目標にむかっ
てできてよかった。

・調理ができる講座がよかった。

親子向け防災体験講座

環境変化によって起こる災害を学びながら、自然の大切さを学ぶ講座。
防災クイズやゲーム、避難所体験、お店作りで人と人との関わり合いとともに防災・減災を、そ
して環境問題の大切さを学ぶ講座。

B-56 なかがわ災害ボランティアネットワーク

11/ 6 実施　戸田川緑地　研修室
実践！避難所サバイバル体験

11/ 7 実施　戸田川緑地　研修室
みんなで作ろう！住みやすい街づくり
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企画・運営者の声 受講者の声

コロナ禍での開催であったためひろくPRする
ことができず、受講者数が少なかった。
しかしながら、受講者の満足度は高く、このよ
うな内容での講座の必要性を強く認識する機会
となった。

・�公害資料館ネットワークについては、まだま
だこれから充実していく取り組みであるた
め、受講生からは高い評価があった。

・�市民活動をベースにした講義内容でとても興
味深く一市民としての立場から共感できた。

・�アスベストの問題は今まで表面的、断片的な
知識しかなかったが、今日の講義で歴史的流
れから細部まで学ぶことができました。

公害問題は今…

公害問題を過去のこととしてとらえるのではなく、今も続いている被害のことや継承すべき様々
な課題、現在進行形で続いている地域の環境問題について学びあう機会とした。

B-58 レイチェル・カーソン日本協会東海フォーラム
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企画・運営者の声 受講者の声

代表者自身が持つ様々な食に関する資格と経
験、国際留学生会館イベントボランティアをは
じめとする国際交流、長年取り組んできた育児
支援団体での企画運営力、そしてフランスに家
族と暮らした経験を生かして、「食と国際文化
と子ども」をテーマとする交流のコミュニティ
を２０１５年１１月 １日に立ち上げました。第 1回で
は、名古屋大学理学研究科・出口和彦先生をお
迎えし、食に活用できる科学や環境への影響を
物理学の視点からわかりやすく教えていただき
ました。第 2回では、防災をテーマに身近な防
災と環境について、防災ママかきつばたの代
表・高木一恵さん、名古屋工業大学大学院博士
課程在学中のアフガニスタン出身でイランで学
生時代を過ごした留学生のネイマットさんをお
迎えし現地のについて教えていただき、防災士
である出口志穂が参加者との交流をしながら防
災についての情報や取り組むコツを伝えました。

・�オンラインなのでコロナ禍でも安心して参加
できた。

・�行政で防災に携わっているが、外国の事例は
ほとんど聞かないので、大変勉強になった。

・�アフガニスタンやイランのことを全然知らな
かったので、すべてが勉強になり、環境の違
いを知ることができてよかった。

・�大学の先生から直接物理について教えてもら
えてよかった。

・出口先生の白衣がかっこよかった。

「食×国際交流」!世界の料理で環境を学ぼう♪

第 3回については、新型コロナウイルスまん延による緊急事態宣言およびまん延防止等重点措
置などのため、開催できず中止いたしました。第 1回では、名古屋大学理学研究科物理学専攻・
出口和彦先生をお迎えし、食に活用できる科学や環境への影響を物理学の視点からわかりやすく
教えていただきました。第 2回では、防災をテーマに身近な防災と環境について、防災ママかき
つばたの代表を務める高木一恵さん、名古屋工業大学大学院博士課程在学中のアフガニスタン出
身でイランで学生時代を過ごした留学生のネイマットさんをお迎えしオンライン（Zoom）で開
催しました。

B-59 ノートルモンド名古屋

11/21　第 1回「食に活用できる科学を学び環境について考えよ
う」の講座風景

2 /20　第 2回「身近な防災と環境について考えてみよう」のオ
ンライン講座の様子
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企画・運営者の声 受講者の声

3 回の講座を開催した。気候変動による環境へ
の取り組み、コロナ下でのベトナム人との多文
化共生、フェアトレードのコーヒーと切り口は
それぞれ異なる。3回目の講師によって、最後
にその 3回の内容が関連した講座であることが
説明された。自分と国際協力活動との立ち位置
として、問題を捉えることにより、世界の中の
自分が参加者にわかったと思う。コロナ下で不
安はあったものの、対面形式で 3回ともしっか
りと対話、質問、振り返りができた。内容の濃
い講座になったことから、参加者の満足度も高
く、しかも全回ともアットホームな雰囲気を維
持できたことに満足している。

◎�1 　環境について新しい話や、まわりの参加
者の話を聞くことが出来、話がわかりやす
かった。

◎�2　支援する側と支援される側の関係が分け
隔てなくなると「支援」という言葉が消え
る、という話がよかったです。

◎�3の 1　体験に基づく話でわかりやすく実感
できた。2　フェアトレードの実際の様子や
活動の内容を知ることができ、深まった。�
3　フェアトレードは日本にいると買う人の
視点で考えてしまいがちですが、生産者側の
視点で「当たり前のことです」ということを
実感しました。4　体験に基づいた世代の考
え方とかも含めて、新しい考えや生き方も感
じられるお話しで良かったです。5　講師の
若々しい型破りの話し方が新鮮で良かったで
す。（以上参加者のアンケートより）

国際協力とフェアトレードと環境

2021年、コロナが世界に猛威を振るっている時に、人と人の協力、共働はどうなるのだろうか？
飛行機が外国に飛ばないと、海外の友人や出来事は忘れ去るのだろうか？ネパールでのフェアト
レードコーヒー作り。ベトナム人留学生の支援は多文化共生であり、環境問題は国内だけで完結
しない国際協力活動だ。これが講座の問題意識でした。それら 3つについて、対面方式のワーク
ショップ形式で講師も参加者も学びあいました。参加者からは全体に好評で内容も高い評価を得
ることができました。会場はいずれも北区大曽根にあるオゾンアベニュー会館 3階会議室で開催
しました。

B-60 特定非営利活動法人　地域国際活動研究センター（CDIC）

11月 6 日（土）　高岡秀暢講師（中央正面）の話を聞いて、意見
交換・交流をしている。

11月27日（土）　池島英総講師（左立像）のフェアトレードの実
情報告に、対話をしている。
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企画・運営者の声 受講者の声

2021年度後期の「ごきそテクノカフェ」は2021
年度前期に引き続き、Zoomを利用したオンラ
イン開催とした。オンライン開催も起動に乗
り、オンラインでの開催にも常連の参加者の皆
様にはご好評頂いている。また、参加者も全国
的に広がってきた。参加する側も開催する側も
オンライン開催に慣れてきた。また、開催側も
オンライン開催のためのノウハウの蓄積もでき
てきた。しかし、参加者からは可能であれば
JR鶴舞駅高架下商店街の喫茶サンデンでの対
面開催を望む声もある。今後、コロナ禍が収束
したときには対面＋オンラインという形態に移
行したい。ごきそテクノカフェも回を重ねるた
びに参加者からの期待も大きくなっているが、
SDGsの目標 5の「ジェンダー平等を実現しよ
う」という観点からも、女性の参加者がもう少
し増えるような取り組みも検討することが必要
と考える。

わかりやすく、興味深い内容であった。
技術の背景について非常に理解が深まった。
全く知識のない分野だったが、説明が分かりや
すかった。
子供や素人にわかりやすく、面白く理解しても
らうのには、よいプレゼンでした。
新幹線がアルミの押し出し中空材を使っている
ことを初めて知れて興味深かった。
SDGsについての広範囲な内容の講演で、非常
に勉強になった。

ごきそテクノカフェ ～オンラインでSDGsについて考えましょう～

「ごきそテクノカフェ」は技術士の国家資格を持つ様々な分野の技術者が講師となって、毎回
SDGsを切り口に技術に関わる話題について座学とディスカッションを通じ、技術者と市民の皆
様との対話の場をご提供するものです。毎月第 ３土曜日の13：00～15：00、 １ 回完結型で開催し
ています。 １回だけ、またはご興味のあるテーマのときだけのご参加もできます。コロナ禍の中
においてもZoomを利用したオンラインで開催していますので、ネット環境があればパソコンだ
けでなくスマートフォンからも気軽にご参加頂けます。コロナ禍が収束したときには、鶴舞での
対面での開催も復活させたいと考えています。現在、日本全国からの参加があります。

B-61 名古屋工業大学ごきそ技術士会

2021年11月20日の開催中の写真（Zoom画面） 2022年 2 月19日の開催中の写真（Zoom画面）
Zoomを使ったオンライン開催の様子
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企画・運営者の声 受講者の声

リアル会場の参加人数を少なくするための苦肉
の策として始めたWebハイブリッド講座です
が、横浜など遠方の方の常連ができました。
元々、遠方からわざわざお越しいただいていた
のですが、今はすっかり遠隔地からの参加です。
逆にカフェの雰囲気は、やはりリアルには勝て
ません。やっぱりカフェに来たいという方をつ
なぎ止められてよかったと思います。

一般素人には難しい内容でしたがわかる範囲で
理解できればOKです。
安全に関して会社の管理部の人間に話してあげ
たい。
リスクアセスメント、環境アセスメントの職業
から解放されて安堵した毎日を送っていたが心
理学の観点からリスクを捉えると見方が少し変
えられた。
関心のある話題（コロナ）だったので勉強にな
りました。
自動車の排気ガスに関する技術の最新動向につ
いて学ぶことができた。

テクノロジーカフェ

テクノロジーカフェは、サイエンスカフェの技術者版です。リラックスできる空間で、現役の
技術者が最先端技術について、話題提供します。技術のことなど、日ごろ縁のない方でも、テク
ノロジーカフェを通じて技術者と距離が縮まれば幸いです。今年のテーマは「コロナ禍で伝えて
おきたいこと」。様々なテクノロジーについて、環境の大切さを皆で話し合えたらと思います。

B-62 公益社団法人日本技術士会中部本部・中部倫理委員会

第 4回の人気講師です。 会場の雰囲気です。
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企画・運営者の声 受講者の声

後期開催ができず、2022年 4 月、5月に延期し
開催しました。
世界は遠い国のことと思われがちですが、JICA
のスタッフに直接お話を聞き、自分たちの暮ら
しの中と身近なことがたくさんあることを知っ
ていただけました。
人為的なことが原因での異常気象が増えている
のを体感しているので、地域や被災地で役立つ
ことを体験していただき、日常で自然に地域を守
る気持ちになっていただけるよう企画しました。

JICA
・�初めての参加です。入口に立ったばかりの私
にはちょうど良いかなと思います。

・国際協力の話を伺えてとても有意義でした。
・�展示ブースもわかりやすく世界の食糧事情が
わかりました。

炊き出し演習
・実生活でもすぐに役立つ内容で良かった。
・�炊き出し講座で子供には難しいかなと思って
いましたが積極的に参加していてとても嬉し
かったです。

大人
・�子どもそれからスタッフの方、参加者の垣根
を超えて一緒に活動できて楽しかったです。

・内容がわかりやすく勉強になりました。
・�袋でのご飯炊きや新聞紙での器作りは家や
キャンプでも実践してみたいです。（友人や
家族にも教えたいです！）

暮らしの中のSDGs、未来の地球を守ろう！

毎日の暮らしの中で私たちはSDGsに関わっています。電気を使う・ご飯を食べる・買い物を
する・自動車に乗る・お風呂に入る…。でも、このままの暮らしを続けていると、未来の地球は
壊れてしまいます。地球エコ防衛隊員の活動を通して、SDGsの目標を知って、未来の地球を守
る暮らし方を始めましょう。

B-63 地球エコ防衛隊

4 / 2 　JICAにて：世界の食糧事情とSDGsのつながりについ
て学びました。

5 / 7 　名建協ビル：大人から子供まで一体になって炊き出しを
体験しました。
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企画・運営者の声 受講者の声

「サステナブルえびせんべい」を通して、なご
や環境大学様とご縁をいただき、今回このよう
な機会を賜り、誠にありがとうございました。
弊社として初めての講座開催でしたが、多くの
方にご参加いただき、商品や取り組みを知って
いただけたこと、大変嬉しく思います。【①持
続可能な食品ロス対策は、中小企業でもできる
②パートナーシップを組むことで、課題解決が
できる③学生にも教育の場を提供し、地域にも
貢献できる④持続可能な商品、企業経営に繋が
る】これらは本セミナーのまとめとなります
が、参加者の皆様が自身（自社）で取り組む
きっかけに繋がれば幸いです。

・�商品開発にいたった経緯の説明などがとても
丁寧だった。

・�難しい話を噛み砕いて説明して頂けましたの
で、理解しやすかったです！

・�適切でした。この講座に参加して世の中でた
くさん廃棄が出ているので他の会社、コンビ
ニ、家の廃棄物こそリサイクルできたらと思
いました。

・�SDGsに取り組んでいる企業が就職サイトで
デカデカと広告していたのが、自己満足では
ないかと思ってしまっていた。しかし、今回
の講座で改めて日本を良くしていこうと考え
ておられたのがよかった。

名物カレーうどんの若鯱家が考えた持続可能な食品ロス対策

企業とお客様、その双方が嬉しい持続可能な社会の実現を考えた結果、桂新堂から出る「甘エ
ビの頭」・若鯱家から出る「うどんの端材」を使い、SDGsや食品ロスについて考えながら、美味
しさにこだわったお菓子をつくり、お客様に喜んでいただく。そんな持続可能なビジネスモデル
を作り出しました。「サステナブルえびせんべい」の着想から誕生するまで足掛け約 2年、その全
てをお話しいたします。

C-15 株式会社若鯱家

セミナー中 セミナー中
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企画・運営者の声 受講者の声

本講座では、地球に優しい暮らしや、環境に配
慮したものづくりについて知っていただきまし
た。参加していただいた方から楽しかったとの
感想をいただき、とても嬉しく思っておりま
す。当日はたくさんの質問も飛び交い、活気の
ある講座となりました。

・�｢浮体式」のしくみを初めて知って感動しま
した。風力発電がまだ日本には初動段階なの
に、戸田建設さんの先見の明はすごいと思い
ます。

・�建築に興味があるので、スケールのすごい建
物が見学できたのでうれしかったです。この
ようなイベントをされていることがステキだ
と思います。子供向けのイベントなどあれば
また参加させたいです。

・�建築するときの苦労や工夫、熱意を強く感じ
ました。環境に対する配慮や周りとの調和な
どくわしく説明していただきとても勉強に
なった。説明して下さった責任者の方の建築
に対する思いの話がとてもよかったです。

けんせつのしごと ～ただいま、未来を建設中！～

洋上風力講座ではクイズや寸劇を通して、環境にやさしい暮らしとエネルギーについて知って
もらいました。愛知総合工科高校の見学会では、建物はどうやって作られるのか。また環境に配
慮したものづくりとは何か。講義や見学を通して建物と環境について考えていただきました。

C-16 戸田建設株式会社　名古屋支店
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企画・運営者の声 受講者の声

生物多様性に関する講座は毎年開催してきた
が、小学生の親子が中心だった。今回は、小学
生親子に加えて、初めて中学生14名に参加いた
だき、長谷川先生から生物多様性について、わ
かりやすいながら、従来より深く、詳しく説明
いただいた。その後、実際にビオトープにおい
て、池および周辺での生き物の採取や観察を
行った。
参加の中学生や親子も、環境問題への意識が高
く、かなり知識もあったこともあって、体験に
よって更に多く感じ取っていただき、また参加
したいとの声をいただいた。これまで、なかな
か、交流の機会のなかった中学生とも交流でき
たことに意義を感じており、来年度以降も継続
して開催していきたい。

・�参加の中学生は、生物に詳しい生徒も多かっ
たが、長谷川先生の説明が広く、深みがあり
生物多様性の理解が深まった。また、やごの
採取や種類の特定は経験がなかったようで、
池で採取した 4 種類のやごの分類や観察か
ら、生物種や食物連鎖にも興味をもっていた
だけた。

・�参加の小学生の質問に、中学生がさまざまな
アドバイスをするなど、参加者相互のコミュ
ニケーションにより講座が充実した。

・�保護者のかた自身も、生物、特にやごのよう
な昆虫を採取した経験は少なく、お子さんを
含め、座学での理解が深まったと好評いただ
いた。

3月29日　東邦ガス　ガスエネルギー館ビオトープにて、生き
物を採取する参加者

3月29日　東邦ガス　ガスエネルギー館ビオトープにて、採取
したやごを分類、観察する参加者

東邦ガス　ガスエネルギー館で、生物多様性とビオトープについて長谷川明子先生から講義を
受けた後、実際にビオトープに入って生き物を観察し、生物多様性について理解を深めていただ
く講座。参加者は、中学生を中心に、親子の参加者を含め20名。
コロナ禍での開催のため、ビオトープでの観察の際、班分けをして、実施するなど工夫して開催。
なお、本講座の様子を、当社の環境への取組み全般に関し意見交換をする環境ダイアログに参
加いただいた大学生 6名にも見学いただき、意見を頂戴した。

春休み特別企画　長谷川明子先生と学ぶ生物多様性・ビオトープ講座
C-17 東邦ガス株式会社
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企画・運営者の声 受講者の声

今回も、感染症対策を講じた上で無事開催する
ことができて嬉しく思っております。私がこの
講座で実践したかったことは、自らの意志で身
近な自然（森林）に出向き、自らの心身を整え
る、というプログラム＝「森林セルフケア」を
広め継続していくことと感覚を開いた状態で環
境というものを自分事として考えることを同時
に行うことでした。人生の主導権を自分に置
き、自発的に自分を見つめることは、今の時代
にとてもマッチしていると感じています。プロ
グラム上、定員数を 5名とさせていただきまし
たが、参加された方のプログラム後のリラック
スした表情を見て、今後もゆるやかに継続して
いこうと決意しました。

身近な自然を通じて新鮮な学びができた。
外でセルフケアしたり室内でアロマスプレーを
作ったり充実した時間でした。
森林セルフケアを行って心が軽くなった。
名古屋に素敵な森があることを知り、そこで得
難い体験ができた。そして上質の蜜蝋、精油に
出会えたことに満足した。
丁寧な説明で分かりやすかった。
講座手法、大変良い。
自然を満喫できた。
自然の中でリラックスできた。アロマジェルを
作り、楽しかった。
大好きな三好丘緑地をゆっくり楽しむことがで
きた。

都心の三の丸庭園と近郊の三好丘緑地の ２か所で森林セルフケアを行った。五感を使った体験
を通じて、心身のバランスを整え、その後毎回繋がり会うテーマに沿った座学とクラフトづくり
を通して、身近にある自然に目を向け、その恵みに気づくきっかけとなること、自分も自然の循
環の中の一員であることへの気づきを得ることへ誘う。なごや環境ハンドブックを用いることに
より、名古屋市の環境全体への意識を深めていきたい。

森林セルフケア　私への手紙 間伐材のアロマウッドストーンづくり

prana（プラーナ）C-18

なごや・近郊の森 de セルフケア＆ナチュラルクラフト
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企画・運営者の声 受講者の声

東谷山の豊かな自然や古墳群をもっと多くの方
に知っていただき、楽しんでいただきたく考え
た企画でした。東谷山フルーツパークをフルー
ツ・果樹だけでなく、楽しんでいただけたので
はないかと思います。

【第 1回】フルーツパーク内にいろいろな場所
があり、さまざまなしょくぶつがいることがお
もしろかった。
【第 2回】高座山に降りたった神様が鹿に乗っ
て庄内川を渡った話がおもしろかった。後半は
時代順に古墳を紹介していてわかりやすかった。
【第 3回】古墳の構造から歴史まで広く教えて
いただけました。
【第 5回】身近なものを利用して防災グッズを
作れることを学べた。

東谷山フルーツパークのネイチャー×カルチャー×サバイバル！

東谷山は名古屋市最高峰の山であり、東谷山フルーツパークとその周辺には豊かな環境資源が
存在しています。それを利用した ３分野（自然環境、古墳と歴史、防災）の講座を行います。東
谷山フルーツパークとその周辺の魅力を楽しむ企画です。

C-19 東谷山フルーツパーク

10/24、 2 /26　東谷山フルーツパーク内で季節に合わせた自然
観察会を行いました。

3 /13　東谷山フルーツパークに親子が一時避難してきたことを
想定し、段ボールで一晩過ごすための寝床を作りました。
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企画・運営者の声 受講者の声

この度は、共育講座にご参加下さいまして、誠
にありがとうございました。
当日は、蟹江町にやってくるカモの仲間をはじめ、
たくさんの野鳥を観察することができました。
双眼鏡を上手に扱いながら、指導員の解説に耳
を傾け、真剣に勉強している光景が見られまし
たので、非常に有意義な時間となりました。
またの機会が御座いましたら、是非ご参加下さ
い。お待ちしております。

・�今まで気にしなかった鳥のことがよく分かった
・�軽快な語り口でわかりやすかった。見せ方も
上手だと感じました

・�子どもに分かりやすく、図鑑や資料などで教
えてくれてよかった

バードウォッチングに挑戦!! ～蟹江町にやってくるカモを観察♪～

日頃の生活で、双眼鏡を片手に野鳥を観察する方は、極少数かと思われます。場合によっては、
双眼鏡すら使用したことが無い方もいるかもしれません。そこで本講座では、初心者の方でも楽
しめるように、双眼鏡の正しい使い方をレクチャーするところからスタートし、野鳥観察の楽し
さをお伝えしました。
また、カモ類の生態について紹介する事で、身の回りの地域だけでなく、地球規模で自然環境
を守っていく必要がある事を解説しました。

C-20 株式会社 加藤建設

集合写真 観察会の様子
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企画・運営者の声 受講者の声

北山地区、神崎の食に関するイベントで、参加
者の方に、保存食のこと、この土地でできるお
いしい里芋を知っていただけて、よかったで
す。ちゃ茶クラブさんの手作りの田舎料理が参
加者のかたに、とても好評で、おいしい！お腹
いっぱい！という感想をいただき、嬉しく思い
ます。都会にはない、田舎の落ち着いた暮ら
し、長年続けてきた、伝統的な保存食、農作
業、などを伝えていけたら、と思います。田舎
は人口が減っていっていますが、このような講
座によって、この地区に来る方が、増えて、交
流によって、地域の人が、元気になっていけた
ら、いいと思います。

・みなさん優しく接していただけました。
・�みなさんがとても親切で上手に作ることがで
きて、とても楽しかったです。

・�たのしく料理ができ、おみやげがいっぱい、
おいしい料理が嬉しいです。

・とても説明が上手でわかりやすかった。
・�みそは育てていくのが大変というか、カビさ
せないように、見守らないといけないと思い
ました。

山県市北部でまったり2021 ～秋・冬～

山村地域での自然・食との関わり方、共生方法を学べる講座を実施しました。
豊かな自然の恵みと厳しさを知っていただき、その中でどのように共生して暮らしてきたのか
を、体験を通して感じていただきました。
また実際に里山で暮らしてきた地元のおばあちゃん達を講師に迎え、実生活を通した言葉で、
日々の暮らしぶりや生きていく知恵、その土地の文化を話していただきました。

C-21 やまがたフットパス実行委員会

10月23日 里芋の収穫の様子（山県市） 1月23日 味噌づくりの様子（山県市）
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企画・運営者の声 受講者の声

今年度はオンライン開催としたため、参加者が
例年より増えました。気軽に参加いただける一
方、以前に実施していたように直接事業者を訪
問して、実際の取組を見たいというお声もあ
り、来年度以降の課題と考えます。

・�業界によってどのようなSDGsの取組がされ
ているのかがよくわった。それぞれの業界、
会社の強みを発信することは会社の未来にも
つながるし、社員のキャリアアップにもつな
がるのでとてもよいと思いました。大変勉強
になりました。

・�日常生活では普通に行っていることも、改めて
改善する余地があると気づく事ができました。
・�CO2の見える化やカーボンマネジメントに
ついて興味が強まりました。自社でも脱炭素
への取組について見直そうと思いました。

なごやSDGsグリーンパートナーズ事業所から学ぶSDGsと環境

SDGsや環境問題への対応は、企業経営には必要不可欠な要素です。この講座では、名古屋市
内でSDGsや環境に配慮した取組を行っているとして、なごやSDGsグリーンパートナーズとし
て認定されている事業所に取組み内容をご講演いただき、事業者の自主的な取組みを支援すると
ともに、その取組み事例の普及により、環境に配慮した事業活動への転換を促進することを目的
とします。

E-11 名古屋市環境局低炭素都市推進課

オンライン開催のため、写真はありません。
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企画・運営者の声 受講者の声

１０代から７０代までの幅広い方々にご参加いただ
きました。
アサリを使った水の浄化実験など、貝について
学ぶことができました。

・�貝の生態をよく知らなかったので勉強になり
ました。

・大変参考になりました。
・�アサリを使った水の浄化実験は興味深かった
です。

干潟からこんにちは ～貝から学ぶ生物多様性～

地球上には、様々な環境に適応した多くの生物がつながりあい、バランスをとっています。人
はその生物から衣食住において恩恵を受けていますが、人の活動により、多様な生物が今、絶滅
の危機にあります。改めて生物多様性の大切さを学び、地球を守るヒントを得る機会としました。

E-12 港生涯学習センター

１２月 ４ 日　公開講座　視聴覚室
スライドを使った説明

１２月 ４ 日　公開講座　視聴覚室
アサリを使った水の浄化実験
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企画・運営者の声 受講者の声

全 4回の講座のうち、3回は実習を交えながら
土や肥料、寄せ植えをつくりました。実際に手
を動かしながらの講座でしたので、講師からは
分かりやすく説明をいただけました。講座中に
講師への質問が飛び交い、受講者の皆さん １人
ひとりが、熱心に参加されているのが印象的で
した。

・�いつも我流だったので、一から教えてもらえ
てよかったです。

・肥料のことを詳しく知れてよかったです。
・プランター園芸にも大変参考になりました。
・�興味のあった自然農法について知ることがで
き、内容的によかったです。

農から始める　SDGsらいふ♪

農業は自然界における水や窒素、炭素といった物質の循環を利用して生産を行っています。こ
の講座では、SDGsの17の目標のうち「陸の豊かさを守ろう」「つくる責任つかう責任」に関わっ
て、「農業技術の匠」から有機農業に関わる話を聞いたり、実際に寄せ植えをつくったりして、環
境への関心を高めました。

E-13 昭和生涯学習センター

2 月22日（火）　昭和生涯学習センター
3種類の土を混ぜて、種まき用の土を作りました。

3月 8日（火）　昭和生涯学習センター
講師から寄せ植えに使う苗を紹介して頂きました。
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企画・運営者の声 受講者の声

なごや環境大学共育講座の枠組みで講座を実
施したことにより、環境への興味・関心が強い
参加者を多く集客できたため、水循環について
学び、健全な水循環の復活のために各自で何が
できるかを考えるきっかけとするという講座の
効果がより高まったと感じた。

・�講座に参加をして楽しかった、勉強になった。
・�市内に湧き水があること驚いたとともに、実
際に見学することができてよかった。

・講師の話し方が面白く、わかりやすかった。

めざせ!!水の環復活 ～学んでみよう、水のこと～

水循環について学び、身近に感じていただくことにより、健全な水循環の復活のために各自で
何ができるかを考えていただくきっかけとする。水循環や湧き水の仕組み等について学んだ後、屋
外で地下水の湧出地点等を見学し、水量や水温等を実際に体感してもらう。

E-14 名古屋市環境局地域環境対策課　水質地盤係

11月 8 日　第 1回講座にて鶴舞中央図書館の湧き水の説明をす
る様子

11月 8 日　第 1回講座にて鶴舞公園内の説明をする様子

1

2

3

4

5

6

団
体
報
告
書
（
前
期
）

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
講
座

団
体
報
告
書
（
前
期
）

企
業
や
事
業
者
が
企
画
・
運
営
す
る
講
座

団
体
報
告
書
（
前
期
）

市
民
／
市
民
団
体
が
企
画
・
運
営
す
る
講
座

団
体
報
告
書
（
後
期
）

市
民
／
市
民
団
体
が
企
画
・
運
営
す
る
講
座

団
体
報
告
書
（
後
期
）

企
業
や
事
業
者
が
企
画
・
運
営
す
る
講
座

団
体
報
告
書
（
後
期
）

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
講
座

94



企画・運営者の声 受講者の声

自然、特に植物に関する関心度が高く、全体的
に欠席者が少なかった。（第 3回積雪のあった
日で例外）時間に融通が利いて植物に関心度が
高い高齢者が多く、現地学習が多い講座だった
ので天候の影響を強く受けるが、植物園では雨
だったにもかかわらず欠席者が少なかった。

公開講座では、講演の時間が足りなかった。
名古屋に、植物の種類が多いことに驚いた。
中川運河の話が良かった。

植物を学び「生物多様性」について考えませんか ～体験活動を通して～

植物について学ぶ中で、生物多様性について考え、地球環境が様々な生物の存在によって成り
立っていることを知る。現地学習や体験活動を行い、学んだことを今後の生活の中で生かしてい
くことができるようにする。

E-15 中川生涯学習センター

2 /10　東山植物園の温室や散策コースを巡り、植物の説明を受
けた。

2 /24　平和公園のくらしの森散策コースを歩きながら、道辺の
植物の特徴を解説してもらった。
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企画・運営者の声 受講者の声

近年話題となっているマイクロプラスチックと呼
ばれる小片が海洋生態系に与える影響について
講義いただきました。親子での受講、また大学
生の受講など、受講者の年齢層が幅広く、若い
年齢層の興味を引く内容であったと感じました。
SDGsが一般的に広がりつつあり、様々な世代
が学ぶ機会となりました。

・�マイクロプラスチックが、もう空気中にまで
影響を及ぼしていることを知り、危機的だと
実感した。自分にできることをやらなくては
と思いました。

・�とても参考になったが、では我々は行動をど
うするか難しいです。

・�千葉先生のご講演はとても分かりやすく有意
義でした。

・�一般人ができることの方法のヒントや企業の
具体的取り組みも紹介してほしいです。

海洋プラスチックがもたらす危機 ～その原因と影響を探る～

近年、廃棄されたプラスチックが経年劣化や熱などによって細分化されたマイクロプラスチッ
クとなり、海洋汚染につながっていることが話題となっています。海へ流出しているプラスチッ
クの量や、環境に与える影響について学び、自らの生活を振り返るきっかけとすることができる
ようにします。

E-16 中村生涯学習センター

講師の千葉賢教授 ゴミが集積する北太平洋の巨大渦の説明に聞き入る受講者の様
子
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企画・運営者の声 受講者の声

エコヂカラの取材に基づいた具体例をもとにし
たお話で、とても楽しく分かりやすかったです。
コミュニケーションがエコにつながるという話
が印象的でした。コミュニケーションをとるこ
とで、そのものを作っている人やその魅力など
を知ることができ、自身の消費行動に変化がで
たり、ものを大切にしたりすることができると
いうお話でした。また、コミュニケーションを
とるために、インタビューの極意も教えていた
だきました。
これからの生活で実践してみたいと思いました。

・�これからの生活にとても役に立つお話がきけ
て良かった。

・�深谷さんならではのエコの考えを参考にして
いきたいです。

・最後のインタビューの極意がよかった。
・�毎日の生活からエコ、キャリアを生かした話し
方について等、楽しく聞くことができました。

毎日の暮らしに一工夫！ ～身近で感じるエコヂカラ～

エコヂカラの取材に基づいた、環境に配慮した暮らし方についてや、環境にやさしい暮らしや
日常生活に実践できるアイデアなどの話をご講演いただいた。また、講師が、これまでのキャリ
アで培った、経験・人脈・取材力を生かした、日々の生活が楽しくなる「考え方」について話を
うかがった。

E-17 イーブルなごや（名古屋市女性会館）

10月17日　イーブルなごや　ホール
取材に基づく事例について話す様子
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企画・運営者の声 受講者の声

受講者の方々には講義の中で講師の説明を熱心
に聞いていただき取り組んでいただけました。
今後更なるごみ減量に関心を持っていただけた
と思います。

・�布を切らずに出来る事がすばらしかったで
す。（10/30　作務衣づくり）

・�とてもよくわかりました。家で練習したいと
思います。（11/27　包丁研ぎ）
・�楽しく学習ができました。時間内に出来上が
るか不安でしたが、出来上がった時は嬉し
かった。（12/18　布ぞうりづくり）

・�先生が丁寧に指導していただいて満足。
　（ 2 /26　包丁研ぎ講座）

大切なものを長く使いごみ減量を意識してみませんか

・�南リサイクルプラザで、「ものを長く大切に使う」意識の啓発のために、不用になった衣類を
使った布ぞうりづくりや着なくなった着物のリメイク、包丁の研ぎ方講座を実施しました。

E-18 名古屋市環境局減量推進室

包丁研ぎを行う様子 布ぞうりを作る様子
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企画・運営者の声 受講者の声

受講者の学習意欲が高く、企画・運営する側に
とっても、やりがいのある講座です。
3回の講座を通して受講していただくと水道事
業全体についての理解が深まりますが、個別受
講も可能です。
座学だけでなく、館内見学や実験、実演などで
楽しく学べます。
新型コロナウイルス感染症対策として、グルー
プワーク、受講者の作業体験を一部見合わせま
した。

・�名古屋の水が安心でうまいことが勉強できた。
・実験が面白かった。
・�水が簡単に飲めますが、多くの工程を経て安
心・安全な生活ができるのが一番です。

・実演が良かった。
・�身近な水の話で知らない事も多く、とても勉
強になりました。わかりやすかったです。

・�災害用のマンホールが近くにあり、どのよう
に使うのか気になっていたので、使用法が分
かり、勉強になりました。

水の歴史資料館で学ぶ　安心・安全な名古屋の水道

安心・安全な名古屋の水道はどのようにつくられ、どうやって皆さんのご家庭に送られてくる
のか？
知っているようで知らない水道の仕組みについて、災害時に直面する水とトイレの問題とあわ
せて、実験や実技説明などをおりまぜながら、楽しく学習でき、家庭や地域の防災力アップも期
待できる講座としました。

E-19 名古屋市上下水道局調査課　水の歴史資料館

11月 6 日　水道の仕組みを学び、沈でん、ろ過の実験を行いま
した。

1月 8日　屋外で、災害用トイレ、地下式給水栓、仮設給水栓
の実物を見学しました。
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企画・運営者の声 受講者の声

コロナ禍においての公開講座であり、しかも、
折りしも第六波がやって来て感染者が急増する
タイミングだったこともあって、予想した以上
に受講者が少なかったのは大変残念でした。そ
れでも、それだからこそ、おいでくださった受
講者は大変熱心な方ばかりであり、少数精鋭と
も言える状況でした。講師の三輪先生にも「少
数でも楽しいひとときでした」と仰っていただ
けただけの受講生が集まってくださったのは、
感謝です。SDGsやエシカル消費に対する意識
が高められた、とても有意義な講座だったと思
います。

●�“エシカル消費”と一言に言ってもいろいろ
な関わりがあって相対的に見て考えるもの
なんだと分かりました。今まで一人で漠然
と取り組んでいましたが、ラベルを作った
ことで、自分がどんなことに興味があった
のか、改めて考えることができました。

●�ラベルを意識した活動をするように心がけます。

身近でできるSDGs ～「エシカル消費」をはじめませんか～

毎日の生活の中ですぐに行える環境保全活動「エシカル消費」について学びました。商品が地
球環境に優しいのか、人の暮らしを守って作られているか、買物をするときも必要な分だけ買っ
ているか、シェアやリサイクルなどをして資源を大切に長く使っているか、など身近なところか
ら考えました。SDGsとは？食品ロスとは？海洋プラスチックごみとは？にも話が及び、国際フェ
アトレード認証ラベル、レインフォレスト・アライアンス認証、RSPO認証など認証ラベルにつ
いて学習し、受講生各自オリジナルの認証ラベルを作りました。

E-20 千種生涯学習センター

講師の説明を静聴する受講生の風景 課題の解答を発表する受講生の風景
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企画・運営者の声 受講者の声

オンラインで実施したことにより、コロナ禍で
も例年と同様の講座を開催することができた。
ただ、過去に参加いただいている方の中には、
自宅にインターネット環境が整っておらず参加
できない方がいる。また、オンラインという方
法が原因なのか申込みに対して当日の参加率が
低かったのが課題に感じた。

・�ASPTのこと、水生生物の外来種問題を知る
ことが出来た。

・�銀に限らず捨ててしまいそうなものからリサ
イクルが出来る事や水質検査の仕組みが楽し
かった。

・分析過程が面白かったです。
・講師の説明が丁寧で分かりやすかった。
・�アスベストの過去の歴史が改めて学べてよ
かったと思います。

・�生息する生きものについての説明が少なく、
また今後の予想もなかった。

オンラインでかんきょうラボ！

大気・水質・生物の分野において、自然現象や環境問題を科学的な視点で分かりやすく解説し
た。Zoomを使ったオンライン講座での開催で、参加者にリアルタイムで参加いただいた。
第 1回�「なごやの川の水質と生きもの～40年間の変遷～」では、棲んでいる生物によって河川の

水質を数値化し、名古屋の川の水質と生きものがどのように変化していったかを解説した。
第 2回�「銀のリサイクル～アクセサリー作りに挑戦～」では、金属のリサイクルの重要性を解説

し、当センターで出た実験廃液から銀のアクセサリーを作成した様子を配信した。
第 3回�「アスベストってなに？」では、アスベストの過去の使用事例、健康影響などを解説し、分

析方法などを紹介した。

E-21 名古屋市環境科学調査センター

銀のアクセサリー作りの実験動画 当日の配信風景
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企画・運営者の声 受講者の声

座学・施設見学・現地学習とフィールドが広く
また、微生物から魚類の生態系、環境保全とし
視点が多く楽しんで頂けた講座でした。特に、
普段行くことがない下水道科学館や鶴舞公園
の湧き水など興味津々でした。できれば、上下
水道のインフラ整備まで踏み込めたらもっと良
かったと思います。

・水の重要性が再確認できました。
・さらに詳しい講座を受けたいと思いました。
・�上水、工業用水、農業用水、下水道一連で学
習したいです。

きれいな水を未来へ ～水環境の保全について学ぶ～

わたしたちの身近にある水。今回、座学・施設見学・川や湧き水の現地学習・水質調査などい
ろいろな面から水を取り巻く環境を見つめていきます。未来に向けてきれいな水を残すために何
が必要で、私たちのできることを考えます。

E-22 守山生涯学習センター

10月26日（火）　公開講座風景 11月 9 日（火）　庄内川　水分橋付近にて魚の環境調査・清掃活
動について学ぶ
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企画・運営者の声 受講者の声

名古屋大学大学院環境科学研究科教授の加藤
博和先生による講義では、国内外の最新事例に
もとづいて、「交通と環境問題との関係」、「地
域公共交通の現状と課題」、「クルマの街・名古
屋における交通の課題と今後の展望」という ３
つの観点から理解を深めました。また、３回目
の現地学習では、エコパルなごやにて、名古屋
において新幹線による騒音や振動の被害を受け
られた方によるお話を伺い、公共交通がもたら
す公害について学びました。
４回の講座を通して、「交通と環境とのつなが
り」について様々な角度から知識を深めるとと
もに、私たちが日々の暮らしの中で、取り組ま
なければならない課題について考えました。

・�「交通と環境のつながり」について、知識を
深めることができました。

・�今まで考えたことがなかった視点からの内容
で、大変勉強になりました。

・�加藤先生のお話は理解しやすく、素晴らし
かったです。

・�「低炭素なごや2050戦略」に大いに賛同します。

交通と環境のつながり ～名古屋の未来を考える～

「安心・安全な」「環境にやさしい」「にぎわいのある」まちづくりのためには交通と環境のつな
がりについて考えることが大切です。車社会と言われる名古屋の交通事情について学び、まちと
交通の関係を見つめ直します。交通を通して、名古屋の環境の未来をともに考えます。

E-23 西生涯学習センター

第 ２回　講義の様子 第 ３回　エコパルなごやにて、新幹線による騒音公害の被害に
あわれた方にお話を伺いました
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企画・運営者の声 受講者の声

SDGsについて関心の高い受講者が多く、すで
に取り組んでいる方、これから取り組んでいこ
うという方々が、多数受講されていました。
SDGsの推進に取り組まれている講師の話を聞
くことで、これまで知らなかったSDGsの内容
や歴史的背景について理解したり、企業の取り
組みについて知ることができました。講師の方
の話に、思わず驚きの声を上げている姿も見ら
れ、とても熱心に学んでいると感じました。オ
ンラインではなく、対面で講義を行うことがで
き、講師の方のSDGsに対する思いを肌で感じ
ることができました。講座の満足度も高く、
SDGsへの理解が深まる講座となりました。

・�SDGsは、これからの社会に大変必要となっ
ていきます。熱田区は熱田神宮もあり、特に
子どもたちが古い歴史にもふれる機会が多
く、宮宿会やNPOが子どもの未来や日本の
礎の為に、特に動いています。伝統文化と
SDGs、特にこれから取り組んでいかねばな
らぬ課題だと思います。

・�SDGsは大変大切な世界中の課題だと思いま
すので、色々な形で公の場で提案していって
いただきたいと思います。持続可能な地球の
ために、未来の子ども達のためにも、よろし
くお願い致します。

・�SDGsを考えるよいきっかけになった。企業
がSDGsにどのように取り組んでいるのかに
よって評価される時代になっていることに驚
いた。

持続可能な社会のために ～SDGsと環境保全の取り組み～

SDGs（Sustainable Development Goals）とは、17のゴールを示し、持続可能な社会をめざ
す取り組みです。本講座では、SDGsが採択された歴史的背景や意義について知るとともに、企
業や団体の環境保全の取り組みについて学びます。

E-24 熱田生涯学習センター

10/14（木）第 １回【公開講座】
熱田生涯学習センター 視聴覚室
「学ぼう、SDGs　～持続可能な社会のために～」
講座の様子

11/ 4 （木）第 ３回
熱田生涯学習センター 視聴覚室
「味噌煮込みうどん店がみんなのためにできること」
講座の様子
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